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平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
開
催
報
告

　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
（
木
）
、
二
十
九
日

（
金
）
、 

島
根
県
に
お
い
て
、
第
五
十
六
回
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、
太
皷
谷
稲
成
神
社
を
会
場
と
し
て
、

理
事
会
、
総
会
及
び
公
開
講
演
会
を
開
催
し
、
翌
日

は
旧
堀
氏
庭
園
、
亀
井
氏
庭
園
、
永
明
寺
庭
園
を
視

察
し
ま
し
た
。

（
一
）
理
事
会

日　
　

時　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
一
時
〇
〇
分
～
十
二
時
十
五
分

審
議
事
項　

総
会
提
出
案
件
（
総
会
議
事
参
照
）

（
二
）
総
　
会

日　
　

時　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
十
五
分

出
席
会
員　

六
十
七
会
員

（
他
に
委
任
状
五
十
四
会
員
）
合
計
百
二
十
一
会
員

平
成
三
十
年
総
会
日
現
在
会
員
数

�

百
三
十
九
会
員

　

（
正
会
員
百
十
一
会
員　

賛
助
会
員
二
十
八
会
員
）

司
会
（
事
務
局
）

　

東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
管
理
課

　
　

課
長
代
理
（
事
業
普
及
担
当
）�

武
部　

晶
子

開
会
挨
拶
（
事
務
局
）

　

東
京
都
建
設
局
公
園
計
画
担
当
部
長

�

細
川　

卓
巳

主
催
者
挨
拶

　

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　
　

会
長�

亀
山　

章

開
催
地
挨
拶

　

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
長�

下
森　

博
之

　

島
根
県
教
育
庁
参
事 

�

丹
羽
野　

裕

来
賓
挨
拶　
　

 
 

　

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課

　
　

主
任
文
化
財
調
査
官�

平
澤　

毅

議　

事

　

議
長　

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　
　

会
長�
亀
山　

章

　

①
平
成
二
十
九
年
度 

会
務
報
告

　

②
平
成
二
十
九
年
度 

会
計
報
告

　

③
平
成
二
十
九
年
度 

会
計
監
査
報
告

　
　

監
事�

仙
巌
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

　

④
平
成
三
十
年
度 

事
業
計
画
案

　

⑤
平
成
三
十
年
度 

予
算
案

　

⑥
第
五
十
六
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

　
　

要
望
案 

　

⑦
新
規
加
入
会
員
報
告

　
次
回
開
催
地
挨
拶

　

愛
知
県
名
古
屋
市
名
古
屋
城
総
合
事
務
所

　
　

保
存
整
備
係
長�

内
田　

祐
太
郎

（
三
）
公
開
講
演
会

日　
　

時　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　

十
六
時
二
十
五
分
～
十
八
時
〇
〇
分

　

①
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
と
庭
園
の
保
護

　
　
　

主
任
文
化
財
調
査
官�

平
澤　

毅

　

②
津
和
野
の
ま
ち
づ
く
り
と
庭
園

　
　
　

津
和
野
町
教
育
委
員
会
教
育
次
長
補
佐

�

宮
田　

健
一

閉
会
挨
拶　
　

　

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
副
会
長

　
　

毛
越
寺
庭
園�

藤
里　

明
久
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北 市 貴 子

東 京 都 建 設 局

園 尾 学

六 義 園

二 宮 理

玉 田 辰 哉

渡 邊 純 平永 田 雅 之

小 澤 紫

会 長

亀 山 章

東京都建設局公園計画担当部長

細 川 卓 巳

（公財）東京都公園協会

古 山 道 太 山 口 浩 平

菊 池 正 芳

山 内 彩 加

演壇

文化庁主任文化財調査官

平 澤 毅

津 和 野 町 長

下 森 博 之

津和野町教育次長

斎 藤 道 夫

殿 ヶ 谷 戸 庭 園

東 京 都 建 設 局

武 部 晶 子

大 津 正 己

（公財）東京都公園協会 （公財）東京都公園協会 （公財）東京都公園協会 ㈱ｴﾑ・ｵｰ・ｴｰｸﾞﾘｰﾝｻｰﾋﾞｽ

（公財）東京都公園協会 殿 ヶ 谷 戸 庭 園

角 田 裕 司 北 原 理 香 菅 原 淳 子 松 浦 光 明

向 島 百 花 園 旧 古 河 氏 庭 園 旧 浜 離 宮 庭 園 旧 芝 離 宮 庭 園 小 石 川 後 楽 園 小 石 川 後 楽 園

大 賀 拓 己 田 中 宏 夫 生 島 裕 道 中 本 陽 子 難 波 佐 記 山 中 弘 子

縮 景 園 観 音 院 庭 園 頼 久 寺 庭 園 岡 山 後 楽 園 岡 山 後 楽 園 宗 隣 寺 庭 園

梅 田 雅 幸 中 村 厚 子 杉 下 素 也 野 崎 正 志 井 上 幸 代 山 中 原 浩

縮 景 園 観 音 院 庭 園 ㈱ 石 長 岡 山 後 楽 園 岡 山 後 楽 園 宗 隣 寺 庭 園

横 手 克 尚 中 村 彰 恵 曽 根 将 郎 中根　行宏 小 沼 康 子 柴 田 正 文

縮 景 園 観 音 院 庭 園 ㈱ 曽 根 造 園 ㈱中根庭園研究所 (一社)日本庭園協会 (一社)日本庭園協会

高 橋 裕 行 柴 口 成 浩 山 田 拓 広 山 田 咲 高 橋 康 夫 廣 瀬 慶 寛

臨 済 寺 庭 園 大 通 寺 庭 園 花 豊 造 園 ㈱ 植彌加藤造園㈱ (一社)日本庭園協会 (一社)日本庭園協会

兵 主 神 社 庭 園 田 淵 氏 庭 園 正 善 院 庭 園 永 保 寺 庭 園 ㈱安井杢工務店

前 田 一 男 田 淵 新 太 良 髙 見 眞 智 子 田 中 晴 久 池 田 有 爾

奥 村 治 男 生 田 昭 夫 鈴 置 光 深 吉 村 龍 二 藤 井 清 安 井 洋

兵 主 神 社 庭 園 正 善 院 庭 園 正 善 院 庭 園 ㈱環境事業計画研究所 養 翠 園 ㈱安井杢工務店

井 口 昌 宏 中 川 治 憲 鈴 置 瑞 澄 和 泉 誠 司 逸 木 盛 俊 逸 木 和

兵 主 神 社 庭 園 正 善 院 庭 園 正 善 院 庭 園 栗 林 公 園 粉 河 寺 庭 園 粉 河 寺 庭 園

佐 藤 隆 男 川 崎 大 悲 五 来 利 章 滑 川 雅 典

旧新発田藩下屋敷庭園 渉成園(東本願寺) 偕 楽 園 偕 楽 園

斎 藤 広 海 田 代 雅 一 園 村 義 俊 北 本 一 夫 神 一 紀 道

玉 川 寺 庭 園 依 水 園 渉成園(東本願寺) 兼 六 園 萬 福 寺 庭 園

原 本 咲 子 田 代 佳 子 徳 田 三 紗 藤 村 秀 人 財 間 至 宏

藤 原 宏 夫 岡 﨑 陽 一

円 覚 寺 庭 園 依 水 園 仙巌園(附)花倉御仮屋庭園 兼 六 園 財 間 氏 庭 園

髙 梨 節 子 髙梨 兵佐衛門 浜 崎 倫 光 安 川 周 作

髙 梨 氏 庭 園 髙 梨 氏 庭 園 仙巌園(附)花倉御仮屋庭園 仙巌園(附)花倉御仮屋庭園

本願寺大書院庭園 名古屋城二之丸庭園

島 根 県 岡 﨑 氏 庭 園

山 本 正 定 清 水 里 奈

奈 良 公 園

増 田 勝 則

毛 越 寺 庭 園

龍 潭 寺 庭 園

大 下 一 真 武 藤 宗 甫

三 尾 次 郎

旧 池 田 氏 庭 園

齊 藤 浩 志

瑞 泉 寺 庭 園

根 岸 悦 子 藤 里 明 久

伊 藤 正 人

旧秋田藩主佐竹氏別邸庭園

丸の内 くるみ

旧秋田藩主佐竹氏別邸庭園 名古屋城二之丸庭園

第５６回文化財指定庭園保護協議会　総会
太皷谷稲成神社　儀式殿

島 根 県

丹 羽 野 裕

津和野町教育長

世 良 清 美

名古屋城二之丸庭園

津和野町教育委員会

宮 田 健 一

内 田 祐 太 郎

玄 宮 楽 々 園

徳 川 斉 正 榎 良 昭

建 長 寺 庭 園

渡 部 裕 一

旧 池 田 氏 庭 園

池 田 泰 久

旧 大 乗 院 庭 園

二条城二の丸庭園

大 森 淳

尾 崎 氏 庭 園

尾 崎 哲

殿 ヶ 谷 戸 庭 園

会津松平氏庭園御薬園

松 下 雄 磨

旧島津氏玉里邸庭園

新 井 田 裕 子

西山御殿跡（西山荘）

高橋　裕一

殿 ヶ 谷 戸 庭 園

鈴 木 宏 美 西 田 壮 吾

（公財）東京都公園協会

鷲 見 泰 弘

浄 智 寺

松 中 徹

中田　広和

田中　進

㈱ 富 士 見 園

木 下 照 信

㈱ 富 士 見 園

木 下 和 成

Ｃ 松 Ｂ

亀 鶴 福

檜 禄 桐

榎 杉 楠

桜 菊 藤

Ｂ ＣＢ竹 Ｃ梅
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第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
　
　

開
会
挨
拶

　�
東
京
都
建
設
局
公
園
計
画
担
当
部
長
　

�

細
川
　
卓
巳

当
協
議
会
の
事
務
局
を
務
め
ま
す
東
京
都
建
設

局
公
園
計
画
担
当
部
長
の
細
川
卓
巳
で
ご
ざ
い
ま

す
。
第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
全
国
各
地
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
会
員
の
皆
様
と
、
本
総
会
開
催
に
多
大
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
津
和
野
町
、
太
皷
谷
稲
成
神
社
、

旧
堀
氏
庭
園
、
亀
井
氏
庭
園
並
び
に
永
明
寺
庭
園
の

皆
様
に
、
事
務
局
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
本
日
ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
平
澤
毅
主

任
文
化
財
調
査
官
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
協
議
会
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
静
岡
県
浜
松
市
の
龍
潭
寺
庭
園
を
主

催
庭
園
と
し
て
第
55
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
文
化
財
庭
園
は
、
歴
史
的
に
大
切
な
資
産

で
あ
る
と
と
も
に
、
都
市
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
の

空
間
と
し
て
、
ま
た
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け
、
国
内
外

か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方
々
の
文
化
的
観
光
拠
点
と
し

て
、
そ
の
価
値
は
、
近
年
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
の
ご
挨
拶
の
中
で
、
東
京
都
で
は
、
文
化
財

庭
園
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
都
立
庭

園
に
共
通
す
る
課
題
や
保
存
活
用
の
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
た
「
保
存
活
用
計
画
（
共
通
編
）
」
と
、

庭
園
別
の
計
画
の
第
一
弾
と
し
て
旧
浜
離
宮
庭
園

の
「
保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
し
た
こ
と
を
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
の
11
月
に

は
、
小
石
川
後
楽
園
の
保
存
活
用
計
画
を
策
定
し
ま

し
て
、
残
る
7
庭
園
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
様
々
な
取
り
組
み
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社
会

情
勢
や
来
園
者
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
計
画
を
順
次
策

定
し
て
い
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
旧
浜
離
宮
庭
園
の
「
鷹
の
御
茶
屋
」
復
元

工
事
が
完
了
し
、
こ
の
4
月
か
ら
公
開
し
て
お
り
、

ご
来
園
さ
れ
た
皆
様
に
往
時
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
小
石
川
後
楽
園
に
お
け
る

「
白
糸
の
滝
」
の
修
復
工
事
や
「
唐
門
」
の
復
元
な

ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
庭
園
の
価
値
を
よ
り
向
上
さ
せ
、

国
内
外
の
多
く
の
方
々
に
、
伝
統
的
な
日
本
文
化
で

あ
る
日
本
庭
園
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
都
立
庭
園
の
計
画
的
な
修
復
、
復
元
等

の
整
備
や
活
用
方
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

誠
に
僭
越
な
が
ら
、
私
ど
も
の
最
近
の
取
組
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
に
は
、

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
の
日
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、

過
去
か
ら
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
数
多
く
の

名
園
が
あ
り
ま
す
。
本
総
会
は
、
全
国
各
地
の
文
化

財
庭
園
の
所
有
者
や
管
理
者
が
一
同
に
会
す
る
場
で

あ
り
、
皆
さ
ま
の
様
々
な
取
り
組
み
や
ま
た
問
題
に

つ
い
て
お
互
い
の
意
見
を
交
換
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
と
も
こ
の
協
議
会
を
活
発
な

討
議
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
協
議
会
の
更
な
る
発
展
と
、
本
日
ご
出

席
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
事
務
局
を
代
表
し
て
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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主
催
者
挨
拶

�

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
長
　

�

亀
山
　
章

第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
に

あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。本

日
は
、
全
国
各
地
か
ら
こ
れ
だ
け
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
浜
松
市
で
総
会
を
開
催
し
て
か
ら
、
早
く

も
1
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
様
と
こ

こ
島
根
県
津
和
野
町
で
お
会
い
で
き
た
こ
と
を
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
私
ど
も
の
総
会
開
催
を
お
引
き
受

け
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
津
和
野
町
の
皆
様
、
主
催
庭

園
の
旧
堀
氏
庭
園
、
総
会
会
場
で
あ
る
太
皷
谷
稲
成

神
社
、
視
察
地
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
く
亀
井
氏

庭
園
、
永
明
寺
庭
園
の
皆
様
、
そ
の
他
多
く
の
ご
関

係
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
ご
来
賓
と
し
ま
し
て
、
文
化
庁
か

ら
、
主
任
文
化
財
調
査
官
の
平
澤
毅
様
に
お
い
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
島
根
県
か
ら
は
公
務
ご
多

忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
育
庁
参
事
丹
羽
野
様
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
事
並
び
に
報

告
事
項
に
つ
い
て
、
後
ほ
ど
、
事
務
局
か
ら
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
審
議
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

総
会
の
後
は
、
公
開
講
演
会
を
予
定
し
て
ご
ざ
い

ま
す
。

本
日
は
、
二
人
の
方
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
お

り
ま
し
て
、
ま
ず
初
め
に
、
文
化
庁
か
ら
お
越
し
の

平
澤
毅
様
に
「
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
と
庭
園

の
保
護
」
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
頂
戴
し
、
次
に
、

こ
こ
津
和
野
町
教
育
委
員
会
の
宮
田
健
一
様
に
「
津

和
野
の
ま
ち
づ
く
り
と
庭
園
」
と
題
し
て
お
話
を
お

伺
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
後
ほ
ど
会
報
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
が
、
皆
様
か
ら
の
お
声
が
事
務
局
へ
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
後
の
会
議
、
講

演
会
並
び
に
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て
も
活
発
な
意
見

交
換
、
情
報
交
換
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
き
活
き
と
し
た
協
議
会
の

動
き
を
皆
様
方
と
と
も
に
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

本
日
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
皆
様
の
庭
園
が
、
宝

と
し
て
末
永
く
保
護
さ
れ
、
利
活
用
さ
れ
て
い
く
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
重
ね
て
、
地
元
の
津
和

野
町
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
開
催
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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開
催
地
挨
拶

　
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
長�

下
森
　
博
之

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
地
元
津
和
野
町
の
町
長
で

ご
ざ
い
ま
す
、
下
森
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
第
56

回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
の
総
会
を
当
地
津

和
野
町
で
開
催
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
し
て
、
全

国
各
地
か
ら
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
を
心

か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
町
は
国
指
定
名
勝
で
ご
ざ
い
ま
す
、
旧
堀
氏
庭

園
を
は
じ
め
、
国
登
録
記
念
物
の
名
勝
地
で
も
ご
ざ

い
ま
す
亀
井
氏
庭
園
、
そ
れ
か
ら
岡
﨑
氏
庭
園
、
田

中
氏
庭
園
、
財
間
氏
庭
園
、
椿
氏
庭
園
、
そ
う
し
た

も
の
を
有
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
度
当
協
議
会
の

総
会
を
本
町
で
開
催
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
登
録

名
勝
の
4
園
の
皆
様
と
と
も
に
、
本
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
協
議
会
に
入
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
津
和
野
町
は
地
理
的
に
東
西
に
長
い

島
根
県
の
西
の
端
に
あ
り
、
山
口
県
と
の
県
境
に
位

置
し
て
お
り
ま
す
。
古
く
か
ら
萩
・
津
和
野
の
観
光

と
し
て
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
皆
様
に
訪
れ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
観
光
の
重
要
な
資
源

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
が
、
豊
富
な
歴
史
文
化
財
産

で
ご
ざ
い
ま
す
。
津
和
野
町
は
、
1
2
8
2
年
に
鎌

倉
幕
府
の
御
家
人
で
あ
り
ま
し
た
、
吉
見
頼
行
が
、

能
登
の
国
か
ら
入
り
、
城
を
築
い
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
以
来
、
7
0
0
余
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、

様
々
な
文
化
の
華
が
開
き
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
現
代

に
い
た
る
ま
で
、
大
切
に
守
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
津
和
野
城
跡
、
流
鏑
馬
が
行
わ
れ

ま
す
鷲
原
八
幡
宮
、
森
鷗
外
旧
宅
、
西
周
旧
居
、
鷺

舞
神
事
な
ど
、
数
多
く
の
財
産
を
国
の
文
化
財
に
指

定
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
合
わ
せ
て
、
町
内
の
古
民

家
や
商
家
の
56
軒
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
お
り
ま
し
て
、
伝
統
的
な
美
し
い
景
観
を
形
成

し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
皆
様
を
お
迎

え
す
る
旧
堀
氏
庭
園
は
、
近
世
か
ら
近
代
の
銅
山
師

で
あ
る
堀
氏
に
関
連
す
る
庭
園
群
で
す
。
庭
園
は
江

戸
時
代
の
主
屋
の
前
庭
、
明
治
時
代
の
楽
山
園
、
大

正
時
代
の
和
楽
園
、
そ
し
て
旧
畑
迫
病
院
の
外
構
造

園
と
合
わ
せ
て
4
か
所
の
庭
園
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
堀
氏
は
江
戸
時
代
、
幕
府
直
轄
の
石
見
銀
山

領
で
あ
っ
た
笹
ヶ
谷
銅
山
な
ど
を
経
営
し
た
銅
山
師

で
あ
り
、
鉱
山
経
営
と
金
融
業
で
財
を
成
し
た
一
族

で
す
。
特
に
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
当
主

で
あ
っ
た
第
15
代
堀
藤
十
郎
は
次
々
と
鉱
山
の
経
営

を
拡
大
し
、
中
国
の
銅
山
王
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
、
明
治
25
年
に
私
設
の
畑
迫
病
院
を
設
立
し
、
学

校
建
設
や
災
害
義
捐
金
で
多
額
の
寄
付
を
す
る
な

ど
、
地
元
名
士
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
第
15
代
堀
藤
十
郎
は
、
自
ら

を
「
楽
山
」
と
号
し
て
、
楽
山
園
、
和
楽
園
、
旧
畑

迫
病
院
の
外
構
造
園
な
ど
、
名
勝
旧
堀
氏
庭
園
の
主

要
部
を
造
園
し
、
こ
れ
ら
の
庭
園
が
現
在
ま
で
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
旧
堀
氏
庭
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
17
年
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
国
庫
補

助
事
業
に
て
18
年
度
か
ら
22
年
度
に
か
け
て
主
屋
の

保
存
修
理
工
事
、
平
成
23
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け

て
旧
畑
迫
病
院
の
保
存
修
理
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
は
保
存
管
理
計
画
を
策
定

し
、
名
勝
地
の
保
存
管
理
の
方
針
を
定
め
る
と
と
も

に
、
平
成
25
年
度
に
は
地
域
住
民
等
で
構
成
さ
れ
る

活
用
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
町
単
独
事
業
と
し
て

旧
堀
氏
庭
園
活
用
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
近
年
で
は
、
名
勝
指
定
地
の
公
有
化
に
つ
い
て
も

進
め
て
お
り
、
一
昨
年
に
は
旧
堀
氏
庭
園
の
主
要
部

で
あ
る
楽
山
荘
と
庭
園
周
辺
を
国
庫
補
助
事
業
に
て

購
入
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
部
は
無
償
譲
渡
を
受

け
、
名
勝
指
定
地
の
大
半
を
公
有
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
は
旧
堀
氏
庭
園
活
用
計
画

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
主
屋
で
は

か
ま
ど
の
修
理
活
用
、
旧
畑
迫
病
院
に
つ
い
て
は
「
医

食
の
学
び
舎
」
と
し
て
復
活
を
し
、
建
物
内
に
病
院

展
示
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
の
活
用
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
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す
。
ま
た
こ
の
活
用
を
主
に
担
う
組
織
と
し
て
、
平

成
27
年
度
に
は
地
元
畑
迫
地
区
民
を
中
心
と
し
て
、

旧
堀
氏
庭
園
を
守
り
活
か
す
会
が
発
足
し
、
庭
園
周

辺
の
環
境
整
備
や
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
、
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
「
糧
」
の
運
営
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
名

勝
地
を
生
か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
明
日
の
旧
堀
氏
庭
園
で
の
現
地

見
学
で
は
、
こ
の
旧
堀
氏
庭
園
を
守
り
活
か
す
会
の

ガ
イ
ド
の
方
に
ご
案
内
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
城
下
町
に
残
る
商
家
庭
園

に
お
い
て
は
、
津
和
野
町
観
光
協
会
の
事
業
と
し
て
、

毎
年
秋
に
、
商
家
庭
園
特
別
公
開
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
津
和
野
町
の
和
を
楽
し
む
と
い
う
意
味
を
込

め
た
「
和
魂
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
る

こ
の
事
業
は
、
大
変
好
評
で
あ
り
、
特
に
商
家
の
ご

自
宅
の
庭
園
の
特
別
公
開
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
明
日
は
そ
の

他
、
旧
津
和
野
藩
主
亀
井
家
の
別
邸
で
あ
っ
た
亀
井

氏
庭
園
、
亀
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
永
明
寺
庭
園

も
ご
見
学
を
い
た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
見
学
会
の
後
は
、
商
家
庭
園
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
、
田
中
氏
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
昼
食
を
予
定
し
て

お
り
、
津
和
野
の
名
勝
庭
園
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
昼
食
会
場
は
津
和

野
観
光
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
殿
町
に
あ
り

ま
す
の
で
、
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
そ
ち
ら
の

方
も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
日
の
第
56
回
文

化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
の
総
会
を
契
機
と
い
た

し
ま
し
て
、
当
協
議
会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
御
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
開
催
地
と
し
て
の

歓
迎
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
　

開
催
地
挨
拶

　
島
根
県
教
育
庁
参
事�

丹
羽
野
　
裕

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
島
根
県
教
育
委
員
会
の
丹

羽
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
開
催
県
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
、
よ
う
こ
そ
島
根
県
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
の
各
地
か
ら
こ
れ

ほ
ど
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

津
和
野
町
で
第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
ご
当
地
津
和
野
町
に
は
、
先
ほ
ど
下
森
町

長
様
か
ら
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
庭

園
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
数
多
く
の
文
化
財
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
津
和
野
町
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
そ
の
保
護
と
活
用
に
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
日
本
遺
産
に
も
い
ち
早
く
津
和
野
今

昔
が
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
津
和
野
町
で
こ
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
大
変
島
根
県
と
し
て
も

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
お
隣
の
益
田
市
で
は
、
雪
舟
作
庭
と
伝
え
ら
れ

て
お
る
指
定
名
勝
庭
園
2
園
を
始
め
と
い
た
し
ま
し

て
、
中
世
を
中
心
に
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
に
恵
ま

れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
時
間
が
許
さ

れ
る
の
な
ら
ば
、
石
見
町
西
部
の
文
化
遺
産
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

島
根
県
は
一
言
で
言
い
ま
す
と
大
変
な
田
舎
で

ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
益
田
市
に
は
今
日
ご
利
用
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
萩
石
見
空

港
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
東
京
か
ら
は
直
行
便
も
ご
ざ

い
ま
す
。
今
回
の
総
会
を
御
縁
に
、
ぜ
ひ
と
も
島
根

県
石
見
地
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
機
会
が
増
え

る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
御
参
集

い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
私
か
ら
の
歓
迎
の
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

- 8 -

会　報　第　５５　号

丹羽野島根県参事



第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
　

来
賓
挨
拶

　
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
主
任
文
化
財
調
査
官
　

�

平
澤
　
毅

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
平
成
30
年
度
の
文
化
財

指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
第
56
回
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
、
下
森
町
長
を
は
じ
め
、
津
和
野
町
、
津
和
野
町

教
育
委
員
会
の
職
員
の
皆
様
の
多
大
な
る
尽
力
、
そ

し
て
島
根
県
教
育
庁
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
名
勝
龍
潭
寺
庭
園
を
有
し
ま
す
静
岡
県

浜
松
市
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

現
地
見
学
会
で
は
静
岡
県
指
定
名
勝
の
摩
訶
耶
寺
庭

園
に
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
会
員
相

互
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
前
回
開
催
の
関
係
者

各
位
に
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
先
ほ
ど
か
ら
ご
案
内
の
と
お
り
、
今
回

は
、
名
勝
旧
堀
氏
庭
園
ほ
か
、
登
録
記
念
物
の
五
つ

の
庭
園
が
所
在
す
る
こ
の
津
和
野
町
で
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

こ
こ
津
和
野
町
は
、
先
ほ
ど
下
森
町
長
か
ら
の
お

話
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
史
跡
津
和
野
城

跡
、
史
跡
森
鴎
外
住
宅
、
史
跡
西
周
住
宅
な
ど
数
多

く
の
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
が
集
積
し
て
い
る
地
域
で

ご
ざ
い
ま
す
。
先
ご
ろ
、
平
成
三
〇
年
二
月
一
三
日

に
は
、
古
庭
園
も
有
す
る
古
刹
永
明
寺
を
含
む
「
津

和
野
藩
主
亀
井
家
墓
所
附
亀
井
茲
矩
墓
」
が
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
二
七
年
に
は
、

第
一
回
の
日
本
遺
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
津
和
野
今

昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」
が
認
定
さ
れ
、
日
本
遺
産

の
中
で
も
特
に
優
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
、
六
月
一
日
に
文
化
財
保
護
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
、
八
日
に
は
、
文
部
科
学
省
設

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
本
年
一
〇
月
一
日
に
は
文
化

庁
の
組
織
再
編
、
来
年
、
平
成
三
一
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
総
合
的
な
計
画
な
ど
に
基
づ
く
新
た
な
文
化

財
保
護
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

特
に
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
部
科
学
大
臣
か
ら
文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
に
対
す

る
第
一
次
答
申
に
基
づ
く
制
度
の
見
直
し
、
こ
れ
は

将
来
に
向
け
て
社
会
全
体
で
文
化
財
の
保
護
を
推
進

す
る
た
め
の
施
策
で
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
す
る
事
項

の
審
議
が
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
程
、
講
演
の
中

で
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

亀
山
会
長
の
も
と
で
こ
の
文
庭
協
を
さ
ら
に
活

性
化
す
る
取
組
を
進
展
さ
れ
る
中
で
、
こ
う
し
た
動

向
も
よ
く
と
ら
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
会
員
相
互
の
意

見
の
交
換
や
協
調
、
連
携
等
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
特
に
他
の
文
化
財
に
は
見
ら
れ
な
い
文
化
財

庭
園
に
固
有
な
魅
力
、
そ
し
て
ご
努
力
な
ど
を
広
く

こ
の
協
議
会
か
ら
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
の
総
会
が
毎
年

全
国
場
所
を
変
え
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
優
れ
た

文
化
財
庭
園
の
多
様
性
を
実
感
し
、
会
員
相
互
の
交

流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
各
地
に
お
い
て
文
化
財
庭
園
が
ど
の
よ
う
に
愛

さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
も
に
実
感
し
刺
激
し
合
い
、

世
界
的
に
も
稀
有
な
日
本
庭
園
の
文
化
を
、
如
何
に

し
て
、
如
何
な
る
か
た
ち
で
、
将
来
へ
豊
か
に
継
承

し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
と
い
う
点
で
、
と
て
も
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
般
の
よ
う
な

文
化
財
保
護
制
度
の
充
実
等
が
推
進
さ
れ
て
い
る
機

会
を
逃
さ
ず
に
、
日
頃
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す

手
入
れ
や
、
訪
問
さ
れ
る
方
へ
の
お
も
て
な
し
な
ど
、

庭
園
の
素
晴
ら
し
さ
、
ま
た
ご
努
力
な
ど
に
つ
い
て
、

情
報
・
意
見
の
交
換
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
す
で
に

半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
っ
て
文
化
財
庭
園
の
保
護
に

本
協
議
会
が
積
み
重
ね
て
き
た
工
夫
を
ま
す
ま
す
盛

り
立
て
る
活
発
な
企
画
を
発
議
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
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実
践
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
く
地
域
社
会
や
国
民
一
般
に
向
け
た
こ
の
文

化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
か
ら
の
積
極
的
か
つ
継

続
的
な
文
化
の
発
信
に
つ
き
ま
し
て
改
め
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
御
盛
況
と
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
、
ひ
い
て
は
貴
重
な
文
化
財
庭
園
の
将
来
に
向
け

た
保
護
、
そ
の
文
化
の
魅
力
が
さ
ら
に
広
く
国
民
に

普
及
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
文
化
が
世
界
に
貢

献
さ
れ
る
も
の
と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
重
ね
て

申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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平成 30 年度通常総会 議題

　（1）平成 29 年度 会務報告

　（2）平成 29 年度 会計報告

　（3）平成 29 年度 会計監査報告

　（4）平成 30 年度 事業計画（案）

　（5）平成 30 年度 予算（案）

　（6）第 56 回文化財指定庭園保護協議会総会要望書（案）

　（7）新規加入会員の報告

　上記議題について、（1）～（5）及び（7）については、会報

第 54 号に掲載した内容のとおり承認された。

　

　（6）については、別紙として、64 頁〜 65 頁のとおり配付し、掲載

した内容のとおり承認された。
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第
56
回
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
　

次
回
開
催
地
挨
拶

　
愛
知
県
名
古
屋
市
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
保
存
整
備
係
長
　

�

内
田
　
祐
太
郎

名
古
屋
市
の
内
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
い
と
こ
ろ

か
ら
恐
縮
で
す
が
、
次
回
開
催
地
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
本
来
で
あ
れ
ば
本
日
こ
の
場
で
し
か
る
べ

き
者
が
御
挨
拶
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
名
古
屋
市

議
会
の
会
期
中
の
た
め
出
席
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
こ
と
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
が
管
理
す
る
名
古
屋
城
二
之
丸
庭

園
は
、
特
別
史
跡
名
古
屋
城
跡
、
い
わ
ゆ
る
名
古
屋

城
の
敷
地
の
中
に
あ
る
庭
園
で
ご
ざ
い
ま
す
。
庭
園

の
北
西
部
分
が
昭
和
28
年
に
名
勝
指
定
を
受
け
て
お

り
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
本
格
的
な
整
備
と
い
う
も
の

は
な
か
な
か
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
実
状
で
す

が
、
平
成
22
年
度
に
有
識
者
の
先
生
方
に
よ
る
検
討

部
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
平
成
24
年
度
に
保
存
管

理
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
そ
の
計
画

に
基
づ
き
ま
し
て
、
昭
和
28
年
に
名
勝
指
定
を
受
け

ま
し
た
区
域
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
30
年
2
月
に
は
、
庭
園
の
ほ
ぼ
全
域
を
名

勝
区
域
に
追
加
指
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
旧
名
勝
区
域
そ
し
て
追
加
指
定
し
て
い
た

だ
い
た
区
域
の
整
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
で

別
々
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
名
勝
庭
園
全

体
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
整
備
が
名
古
屋
城
二
之

丸
庭
園
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
も

有
識
者
の
先
生
方
の
ご
意
見
、
そ
し
て
文
化
庁
の

方
々
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
ま
た
、
こ
の
場
に

お
集
ま
り
の
皆
様
方
の
事
例
や
ご
意
見
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
整
備
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
皆
様
に
名
古
屋
へ
お
越
し
い
た
だ
く
と

き
に
は
、
二
之
丸
庭
園
は
ま
だ
整
備
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
名
古
屋
が
誇
る
名
勝
庭
園
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、
名
古
屋
城
に
は

歴
史
的
価
値
の
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま

す
。
一
例
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
天
守

閣
、
現
在
耐
震
性
が
低
い
た
め
閉
館
し
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら
総
延
長
約
8
キ
ロ
に
も
及
ぶ

石
垣
、
あ
る
い
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

門
や
隅
櫓
な
ど
の
建
造
物
、
そ
し
て
こ
の
6
月
8
日

に
晴
れ
て
完
成
公
開
を
迎
え
ま
し
た
名
古
屋
城
本
丸

御
殿
。
こ
れ
ら
も
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
名
古
屋
城
の
こ
と
か
ら
は
離
れ
ま
す
が
、

皆
様
の
お
手
元
に
な
ご
や
め
し
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

お
配
り
し
て
お
り
ま
す
。
ひ
つ
ま
ぶ
し
、
味
噌
煮
込

み
、
味
噌
カ
ツ
、
手
羽
先
、
き
し
め
ん
な
ど
、
独
特

の
食
文
化
も
都
市
と
し
て
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
名
古
屋
に
お
越

し
の
際
に
は
、
こ
う
い
っ
た
名
古
屋
の
魅
力
に
も
触

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
事
務
局
を
担
わ
れ
る
東

京
都
さ
ん
は
じ
め
、
関
係
の
方
々
と
連
携
を
取
り
ま

し
て
、
し
っ
か
り
と
次
回
開
催
に
向
け
て
準
備
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来

年
度
名
古
屋
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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公
開
講
演
会

　
～
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
と
庭
園
の
保
護
～

　
　
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
　
主
任
文
化
財
調
査
官

　�

平
澤
　
毅

改
め
ま
し
て
文
化
庁
文
化
財
記
念
物
課
の
平
澤

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

文
庭
協
で
お
話
し
す
る
と
き
に
は
、
主
に
文
化
財

庭
園
の
こ
と
に
限
っ
て
お
り
ま
す
が
、
所
有
者
、
管

理
者
、
関
係
す
る
方
々
に
は
、
文
化
財
庭
園
が
文
化

行
政
の
中
で
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
と
い

う
少
し
大
き
な
枠
組
み
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
い

た
だ
き
た
く
、
今
回
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
枚
表
裏

の
資
料
を
配
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
お
話
し
す
る
内
容
の
具
体
的
な
こ
と
は
、
だ
い

た
い
文
化
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
参
照
い
た
だ
け
ま
す
。

本
日
は
四
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
点
目
が
文
化
行
政
に
関
す
る
こ
と
、
文
化

財
庭
園
を
含
む
文
化
財
は
大
き
く
文
化
行
政
の
中
に

含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
現
状
を
お
話
し
し
ま
す
。
二

点
目
に
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
文
化
庁
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
、
三
点
目
に
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
、

そ
し
て
四
点
目
に
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
文
化
財
庭

園
保
護
の
更
な
る
進
展
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
皆
さ
ん
で
ご
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
、
ま
た
皆
さ
ん
が
ど
う
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
の
入
り
口
の
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
文
化
行
政
を
め
ぐ
る
状
況
で
す
。
文
化
行
政

の
現
在
の
柱
に
は
「
芸
術
文
化
の
振
興
」
、
「
文
化
財

の
保
存
と
活
用
」
、
そ
れ
か
ら
「
そ
の
文
化
の
発
信
・

交
流
、
文
化
を
支
え
る
基
盤
の
充
実
」
が
あ
り
ま

す
。
文
化
財
の
保
存
と
活
用
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
全
体
の
施
策
の
中
で
様
々
な
改

善
・
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

う
い
っ
た
文
化
財
行
政
が
最
近
ど
う
い
う
状
態
に
あ

る
の
か
と
い
う
の
を
お
示
し
し
た
の
が
こ
の
図
に
な

り
ま
す
。
お
手
元
の
ペ
ー
パ
ー
に
沿
っ
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
文
化
財
は
特
に
少

子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
減
退
や
文
化
財
承
継
の
担

い
手
の
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
加
え
ま
し
て
、
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」
と

い
う
法
律
が
平
成
一
三
年
に
つ
く
ら
れ
て
、
そ
の
中

で
文
化
芸
術
推
進
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
そ
の

中
に
文
化
財
の
保
存
活
用
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
取
組

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
六
月
に
「
文
化

芸
術
基
本
法
」
と
い
う
法
律
へ
と
改
正
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

そ
れ
と
は
別
に
、
政
府
機
関
の
地
方
へ
の
移
転
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
、
京
都
府
・
京

都
市
か
ら
の
提
案
で
文
化
庁
が
京
都
に
移
転
す
る
こ

と
が
一
昨
年
に
決
定
し
、
昨
年
一
部
サ
テ
ラ
イ
ト
が

す
で
に
京
都
に
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

現
在
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
日
本
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
観
光
立
国
の
推
進
と
い
う
こ
と
と
文
化
財
と

を
密
接
に
繋
ぎ
合
わ
せ
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
は
、
文
化
庁
が
発
足
し
て
五
〇

年
、
庭
園
関
係
の
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」

が
大
正
八
年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
来
年
は
一
〇
〇
年

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
当
然
こ
れ
ま
で
の

実
績
・
成
果
が
あ
る
中
で
、
様
々
な
課
題
に
対
し
て

随
時
改
善
を
図
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
「
文
化
芸
術
基
本
法
」
と
い
う
法
律
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
前
身
と
な
る
「
文
化
芸
術
振
興

基
本
法
」
の
中
で
「
基
本
的
な
方
針
」
が
四
回
つ
く

ら
れ
て
お
り
、
第
四
次
は
平
成
二
七
年
五
月
二
二
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
第
四
次
の
「
基

本
的
な
方
針
」
の
副
題
は
、
「
文
化
芸
術
資
源
の
未

来
を
創
る
」
で
す
。
そ
う
い
う
基
本
的
な
方
針
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え

て
、
昨
年
の
六
月
二
三
日
に
法
律
の
名
前
を
「
文
化

芸
術
基
本
法
」
に
改
め
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
法
律

で
は
政
府
が
文
化
芸
術
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
と
し
て
「
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」
と
い
う

も
の
を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
先
ご

ろ
三
月
六
日
に
第
一
期
の
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
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し
た
。
そ
の
副
題
は
、『
文
化
芸
術
の
「
多
様
な
価
値
」

を
活
か
し
て
、
未
来
を
つ
く
る
』
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
手
元
の
資
料
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
と
も
内
容
を
ご
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
ど
う
い
う
改
正
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
を
端
的
に
二
点
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
と
、
第
一
の

趣
旨
に
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
そ

の
他
の
関
連
分
野
に
関
す
る
施
策
を
法
律
の
範
囲
に

含
め
る
、
つ
ま
り
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

て
は
、
直
接
対
象
と
な
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
当
然
、

産
業
振
興
や
地
域
振
興
、
福
祉
、
教
育
等
に
お
い
て

文
化
が
果
た
す
役
割
が
と
て
も
大
き
い
と
い
う
こ
と

で
、
基
本
法
の
適
用
範
囲
を
広
く
一
般
の
関
連
す
る

施
策
全
体
に
及
ば
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
三
月
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
の

が
「
文
化
財
振
興
推
進
基
本
計
画
」
、
こ
れ
は
省
略

し
た
名
前
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
決
定
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
基
本
法
の
改
正
の
中
で
特
に
強

調
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
文
化
庁
の
機
能
の
拡
充
等
に
つ

い
て
、
そ
の
行
政
組
織
の
あ
り
方
等
を
含
め
検
討
を

加
え
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
方
そ
れ
と
は
別
に
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
～
世
界
が
訪
れ
た
く
な
る
日
本
へ
」
が

平
成
二
八
年
三
月
に
政
府
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
視

点
が
三
つ
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
中
の
一

つ
「
観
光
資
源
の
魅
力
を
強
め
、
地
方
創
世
の
礎

に
」
の
中
に
「
文
化
財
を
保
存
優
先
か
ら
観
光
客
目

線
で
の
理
解
促
進
そ
し
て
活
用
へ
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
先
ご
ろ
か
ら
新
聞
を
賑
わ
せ
て
い
る
、

今
ま
で
文
化
庁
は
保
存
優
先
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
大

き
く
舵
を
切
っ
た
と
い
う
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
当
然
、
文
化
財
保
護
法
が
そ
の
根

本
趣
旨
と
し
て
「
文
化
財
を
保
存
し
活
用
す
る
こ
と

を
も
っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に

世
界
文
化
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
し
て
い
る

の
は
、
昭
和
二
五
年
以
来
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
す
の
で
、
基
本
的
に
は
更
に
活
用
に
も
重
点

を
お
い
て
施
策
を
展
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
や

や
も
す
れ
ば
観
光
に
文
化
財
を
消
費
す
る
よ
う
な
表

現
に
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す

が
、
先
ほ
ど
亀
山
会
長
か
ら
お
話
し
さ
れ
た
よ
う

に
、
特
に
「
庭
園
」
は
、
た
だ
モ
ノ
と
し
て
存
在
し

て
そ
れ
を
観
賞
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
そ
こ
に
ヒ
ト
が
時
を
過
ご
し
、
手
入
れ
を

し
、
ず
っ
と
活
用
し
続
け
る
こ
と
無
し
に
は
成
立
し

な
い
と
い
う
こ
と
が
根
本
的
な
特
徴
で
あ
る
文
化
財

で
す
の
で
、
昨
今
の
そ
う
し
た
趣
旨
は
通
じ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
傾
向
の
中
で
注

意
し
た
い
の
は
、
や
や
も
す
れ
ば
観
光
客
が
余
り
行

か
な
い
と
こ
ろ
は
程
度
の
低
い
文
化
財
で
あ
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
か
ね
な
い
と
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
然
そ
う
し
た
こ
と
に

も
十
分
留
意
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
政
府

の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
施
策
と
し
て
、
文
化

庁
で
も
「
文
化
財
活
用
理
解
促
進
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
2
0
」
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
二
〇
二
〇
年
に
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
向
け
た
一
つ
の
政
策

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
文
化
財
を
中
核
と
す
る
観
光
拠
点
の
整
備
や
、

あ
る
い
は
、
文
化
財
に
は
絶
え
ず
経
費
が
掛
か
る
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
先
ほ
ど
決
議
さ
れ
た
重
点
要
望

に
も
関
連
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
に
資
金
源

を
作
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
文
化
財
自
身
が
財
政

的
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
か
、
外

国
人
観
光
客
を
想
定
し
た
多
言
語
化
へ
の
対
応
と
い

う
と
こ
ろ
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
向
け
て
政
府
と
し
て
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一

〇
〇
〇
事
業
、
拠
点
と
し
て
は
二
〇
〇
程
度
整
備
し

て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う

し
た
流
れ
と
も
呼
応
す
る
よ
う
な
状
況
で
、
東
京
都

の
文
化
財
庭
園
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
と
し
て

い
ろ
い
ろ
な
取
組
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
文
化
庁
の
機

能
強
化
・
京
都
移
転
と
い
う
の
も
、
ま
た
別
の
流
れ

と
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
二
六
年
一
二
月
に

「
ま
ち
・
人
・
仕
事
創
成
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
現
在
政
府
機
関
は
す

べ
て
霞
が
関
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
に
各
本
省
が
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
の

提
案
募
集
が
平
成
二
七
年
三
月
に
行
わ
れ
て
、
文
化

庁
の
京
都
へ
の
移
転
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
翌
平
成

二
八
年
三
月
に
政
府
関
係
機
関
移
転
基
本
方
針
が
出

さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
中
で
文
化
庁
の
機
能
を
強
化
し

つ
つ
京
都
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
平
成
二
九
年
四
月
に
は
、
一
部
機

能
が
「
地
方
文
化
創
成
本
部
」
と
し
て
京
都
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
文
化
庁
の
最
終
的
な
本

格
移
転
に
つ
い
て
は
平
成
二
九
年
七
月
に
新
文
化
庁

の
組
織
体
制
の
整
備
と
本
格
移
転
に
向
け
た
文
化
庁

移
転
協
議
会
が
出
し
た
方
針
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
京

都
に
文
化
庁
本
庁
を
置
く
こ
と
な
ど
、
文
化
庁
組
織

体
制
の
大
枠
が
こ
の
中
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
移
転
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
平
成
三
三
年

度
中
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
文
化
庁
の
組
織
機
能
強
化
を
図

る
た
め
の
組
織
の
改
組
を
含
め
、
本
国
会
で
文
部
科

学
省
の
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
と
し
て
可

決
成
立
し
ま
し
た
。
実
際
に
は
文
化
行
政
の
著
作
権

等
に
つ
い
て
は
東
京
に
そ
の
機
能
が
な
い
と
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
本
庁
は
京
都
に
移
り
ま
す

が
、
東
京
に
も
機
能
は
残
る
と
い
う
か
た
ち
と
な
り

ま
す
。
現
在
は
、
文
化
庁
長
官
と
次
長
、
長
官
官
房
、

文
化
部
、
文
化
財
部
か
ら
な
る
組
織
で
な
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
文
化
庁
長
官
と
次
長
は

京
都
に
移
り
ま
す
。
東
京
で
は
国
会
の
対
応
や
外
交

関
係
、
関
係
府
省
と
の
連
絡
調
整
に
必
要
あ
る
機
関

を
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
の
具
体
的
な
組
織
の

形
が
今
回
の
法
改
正
で
決
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
職
員
の
7
割
を
京

都
本
庁
に
、
3
割
を
東
京
に
、
と
い
う
こ
と
が
去
年

の
う
ち
に
議
論
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
化
庁

が
東
京
か
ら
京
都
に
移
る
こ
と
で
文
化
行
政
が
停
滞

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
移
る
に
あ
た
っ
て
は
機
能
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
が
大
前
提
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
ほ

ど
の
「
文
化
芸
術
基
本
法
」
の
趣
旨
に
も
関
係
し
て

く
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
ま
で
文
部
科
学
省
の
本
省

で
所
管
し
て
い
た
博
物
館
や
芸
術
に
関
す
る
教
育
の

関
係
を
文
化
庁
に
移
す
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
こ
と

と
し
て
あ
り
ま
す
。

実
際
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
は
文
化
部
、
文
化
財
部

と
あ
っ
た
部
制
を
廃
止
し
、
文
化
財
に
係
る
技
官
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
文
化
財
鑑
査
官
、
部
長
級
と
し
て
審

議
官
を
配
置
し
、
文
化
庁
長
官
と
次
長
と
と
も
に
京

都
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

組
織
は
改
正
法
が
施
行
さ
れ
る
10
月
1
日
か
ら
、
場

所
は
移
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
長
官
、
次
長
の
他
に

東
京
に
配
置
す
る
次
長
を
設
置
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

分
野
別
に
部
課
編
成
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
機
能

別
に
課
を
再
編
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
文
化
財
庭
園
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
部
記
念
物

課
で
所
管
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
記
念
物
課
で

所
管
し
て
い
る
機
能
は
、
主
に
は
文
化
資
源
活
用
課

と
文
化
財
第
二
課
の
二
つ
の
課
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
き
な
文
脈
で
言

え
ば
、
文
庭
協
の
要
望
と
い
う
の
は
単
に
文
化
庁
に

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
広

い
話
で
活
動
の
趣
旨
を
伝
え
て
い
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
組
織
改
編
と
は
別
に
、
文
化
財
保
護
制
度

の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
文
化
財
保
護
制
度

の
枠
組
み
を
皆
様
と
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、
現
在

の
日
本
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
は
「
文
化
財
保

護
法
」
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
昭
和
二

五
年
に
制
定
さ
れ
、
文
化
財
庭
園
に
関
す
る
と
こ
ろ

で
は
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
と
い
う
法

律
が
大
正
八
年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な

概
念
と
し
て
の
「
文
化
財
」
に
関
連
す
る
様
々
な
法

律
を
統
合
発
展
さ
せ
た
法
律
で
す
。
こ
れ
ま
で
数
々
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の
改
正
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
平
成
三
〇

年
の
改
正
は
中
で
も
大
き
な
改
正
と
言
え
ま
す
。「
文

化
財
保
護
法
」
は
そ
の
第
一
条
に
法
律
の
目
的
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
そ
れ
を
読
み
上
げ
ま
す

と
、
そ
の
目
的
は
「
文
化
財
を
保
存
し
、
且
つ
、
そ

の
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資

す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
昭
和
二
五
年
に
制
定
さ
れ

た
時
か
ら
一
文
字
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

が
管
理
さ
れ
て
い
る
文
化
財
庭
園
は
こ
う
い
う
使
命

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
第
二
条
に
は
、
こ
の
法
律

の
扱
う
「
文
化
財
」
を
定
義
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

六
つ
の
類
型
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
う
ち
主
に
文
化

財
庭
園
が
関
係
す
る
の
は
四
番
目
の
「
記
念
物
」
と

い
う
文
化
財
で
す
。
実
際
の
指
定
措
置
と
し
て
は
、

「
名
勝
」
と
い
う
文
化
財
を
中
心
と
し
て
、
「
史
跡
」

も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
の
中
に
「
重
要
文
化
財
」
の

建
造
物
も
し
く
は
建
物
の
中
に
さ
ら
に
「
重
要
文
化

財
」
と
し
て
の
美
術
工
芸
品
が
あ
る
な
ど
、
単
純
で

は
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
庭
園
の
全
体
と
し
て

は
記
念
物
の
「
名
勝
地
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
の
種
類
が

あ
り
、
指
定
等
の
法
律
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
例

え
ば
、
今
年
三
月
時
点
で
言
う
と
、
国
宝
が
一
、
一

一
〇
件
、
重
要
文
化
財
一
三
、
一
六
六
件
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
都
道
府
県
や
市
町
村
の
指
定
状

況
を
加
え
て
考
え
る
と
、
文
化
財
保
護
法
、
文
化
財

保
護
条
例
等
で
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
数
は
全

国
で
一
四
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
全
国
に
は
ま
だ

把
握
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
か
ら
、
今
後
も
指
定
等
の
措
置
が
講
じ
続
け
ら
れ

て
い
く
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文

化
財
は
基
本
的
に
は
「
文
化
財
保
護
法
」
に
基
づ
い

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
文
化
財
行
政

を
巡
る
国
際
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
「
世
界

遺
産
」
、
「
無
形
文
化
遺
産
」
等
、
ユ
ネ
ス
コ
を
中
心

と
す
る
文
化
遺
産
の
取
組
や
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
、

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
、
「
世
界
農
業
遺
産
」
な

ど
、
類
似
す
る
枠
組
み
が
こ
の
二
〇
年
間
余
り
の
間

に
多
く
発
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
も
、
文

化
庁
で
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
る
「
日
本
遺
産
」

や
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
、
国
土
交
通
省
、
農
林

水
産
省
と
と
も
に
所
管
し
て
い
る
「
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
か
ら
の
取
組
が
い
う
こ
と
が
い
ろ
ん
な
形
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
で
は
「
歴
史
文
化
基
本

構
想
」
の
策
定
を
平
成
一
九
年
か
ら
推
奨
し
て
い
ま

す
し
、
主
に
国
土
交
通
省
公
園
緑
地
・
景
観
課
が
所

管
す
る
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
は
平
成
二

〇
年
か
ら
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
平
成
二
七

年
か
ら
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
中
心
と
し
た
「
日
本
遺
産
」

が
展
開
し
て
い
る
と
い
う
、
複
雑
な
状
態
に
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
文
化
財
保
護
制
度
の
見
直
し
は
、
様
々

な
取
組
が
展
開
さ
れ
て
き
た
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
い
ろ
い
ろ
い
ろ
あ
る
社
会
的
問
題
と
の
関
連
も

視
野
に
入
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
地
域
社
会
の
減
退
に
伴
っ
て
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
議
論
は
平

成
一
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
い
く
つ
か
の
報
告

が
出
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
文
化
財
を
確
実
に
継
承

す
る
方
策
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
は
去
年
の
五
月
一
九
日
付
で
文
部
科
学
大
臣
か
ら

文
化
審
議
会
に
諮
問
す
る
か
た
ち
で
、
こ
れ
か
ら
の

文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
継
続
的

に
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
八
月

に
中
間
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
お
い
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
第
一
次
答
申
が
平
成

二
九
年
一
二
月
八
日
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
今
回
の
通
常
国
会
に
文
化
財
保
護
法
、
学
校

教
育
法
、
文
部
科
学
省
設
置
法
、
そ
れ
か
ら
著
作
権

保
護
法
の
関
係
す
る
と
こ
ろ
の
改
正
案
が
国
会
に
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
平
成
三
〇
年
六
月
一
日
に
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
「
文
化
財
保
護
法
」は
、

平
成
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
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り
ま
す
。
そ
の
趣
旨
の
一
つ
は
、
「
総
合
的
な
視
野

に
立
っ
た
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の

推
進
」
で
す
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
財

の
保
存
活
用
の
体
制
を
今
日
の
社
会
情
勢
に
応
じ
整

備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
主
に
は
地
方
公
共
団
体

で
の
取
組
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
今
ま
で
「
文
化
財
保
護
法
」
に
規
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
保
護
の
た
め
の
計
画
の
策
定
が
明
示
さ

れ
ま
し
た
。
文
化
財
庭
園
に
関
連
す
る
「
記
念
物
」

の
規
定
で
申
し
ま
す
と
、
現
状
変
更
す
る
場
合
に
は

文
化
庁
長
官
の
許
可
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
し
か
規

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
う
で
は
な
く
、

計
画
に
基
づ
く
保
護
の
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
法
定
計
画
に
よ
り
、
他
の
関

係
行
政
と
の
調
整
を
計
画
の
突
き
合
せ
に
よ
っ
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
文

化
財
に
関
す
る
行
政
と
い
う
の
は
、
今
回
の
開
催
地

で
あ
り
ま
す
津
和
野
の
よ
う
に
、
文
化
財
が
高
い
密

度
で
集
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
つ
の
行
政
体
の
な
か
で
人
員

や
予
算
の
重
点
度
合
い
な
ど
は
だ
い
ぶ
違
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
策
定
を
必

須
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
策
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
策
定
で
き
る
」

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
と
、
策

定
さ
れ
る
計
画
に
関
す
る
認
定
制
度
を
設
け
、
認
定

を
受
け
る
と
い
ろ
い
ろ
な
現
状
変
更
の
事
務
と
か
登

録
の
提
案
と
か
事
業
の
推
進
に
関
し
て
優
先
的
に
取

り
扱
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
総
合
的
な
保

存
活
用
を
図
る
う
え
で
、
特
に
地
域
計
画
の
策
定
の

中
で
は
所
有
者
ば
か
り
が
負
担
を
背
負
う
の
で
は
な

く
、
地
域
社
会
で
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財

を
支
え
、
恩
恵
を
享
受
す
る
か
を
考
え
て
い
く
仕
組

み
を
法
律
上
に
定
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
個
別
の

文
化
財
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
運
用
で
保
存
活
用
計

画
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
の
文
化
財
庭
園
に
も
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
法
律
の
中
に
計
画
を
位
置
付
け
て
、
基
本

的
に
は
所
有
者
も
し
く
は
管
理
団
体
等
が
作
成
し
国

が
認
定
す
る
こ
と
で
、
現
状
変
更
に
つ
い
て
事
後
の

届
け
出
で
済
む
と
い
う
手
続
き
負
担
の
軽
減
措
置
も

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
計
画
と
の

関
連
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
協
議

会
を
設
け
て
、
所
有
者
と
と
も
に
文
化
財
の
保
存
活

用
を
担
う
主
体
と
い
う
も
の
も
法
律
に
書
き
込
ん

で
、
所
有
者
の
取
組
を
地
域
や
別
の
枠
組
み
の
中
で

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
支
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
方
文
化
財

行
政
の
推
進
力
の
強
化
が
一
つ
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ

り
、
地
方
公
共
団
体
の
文
化
財
の
体
制
の
充
実
や
ま

ち
づ
く
り
等
、
他
の
行
政
と
関
連
を
す
る
た
め
に
、

従
前
は
教
育
委
員
会
行
政
の
中
で
文
化
財
が
所
管
さ

れ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
条
例
に
よ
り
、
よ
り
一

体
的
な
執
行
管
理
の
体
制
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
今
回
の
法
律
の
改
正
の

特
徴
に
な
り
ま
す
。

あ
と
、
法
律
改
正
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
都
道
府
県
市
町
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に

か
か
る
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
も
拡
充
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
諮
問
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
完
結
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
こ
れ
か
ら
も

審
議
が
続
い
て
い
き
ま
す
。
報
告
の
中
に
は
、
当
面
、

中
長
期
的
に
行
う
課
題
が
ま
ず
書
い
て
あ
っ
て
、
こ

こ
で
第
1
次
答
申
に
書
い
て
あ
る
技
術
者
・
技
能
者
、

原
材
料
の
確
保
が
ひ
と
つ
、
文
化
財
修
理
に
関
す
る

職
人
の
資
質
の
担
保
、
そ
れ
か
ら
文
化
財
行
政
に
携

わ
る
人
材
や
学
芸
員
の
育
成
、
そ
れ
か
ら
文
化
財
の

周
辺
環
境
の
保
全
、
そ
れ
か
ら
大
規
模
災
害
発
生
時

の
対
応
を
ど
う
す
る
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

の
中
で
こ
う
い
う
こ
と
の
大
枠
を
広
く
お
知
ら
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
文
化
財
庭

園
保
護
の
更
な
る
進
展
に
向
け
て
と
い
う
こ
と
を
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
最
近
の
指
定
・
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登
録
の
事
例
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、

平
成
二
九
年
一
〇
月
一
三
日
に
告
示
に
な
っ
た
も
の

に
は
、
岐
阜
県
飛
騨
市
に
あ
る
江
馬
氏
館
跡
庭
園
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初

頭
に
か
け
て
飛
騨
地
方
を
支
配
し
た
江
馬
氏
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
庭
園
で
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
庭
園
遺
構
を
保
存
修
復
、
復
元
整
備
し
た
も
の

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
仁
多
郡
奥

出
雲
町
に
あ
っ
て
、
地
方
的
な
庭
園
文
化
の
特
色
を

表
す
も
の
と
し
て
、
櫻
井
氏
庭
園
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
今
年
2
月
に
告
示
さ
れ
た
も
の
で

は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
煙
雲
館
庭
園
で
、
こ
れ
も

地
方
に
お
け
る
庭
園
文
化
の
発
展
を
表
す
も
の
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
愛
媛
県
新
居
浜
市
に
所

在
す
る
近
代
庭
園
と
し
て
、
旧
広
瀬
氏
庭
園
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
の

方
か
ら
ご
紹
介
あ
り
ま
し
た
が
、
名
古
屋
城
二
之
丸

庭
園
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
庭
園
が
広
が
っ
て
い
た

全
域
が
追
加
指
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
全
体
の
保
存
修

復
、
復
元
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
化
財
庭
園
の
指
定
や
登
録
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
調
査
に
よ
り
内
容
と
価
値
の
具
体

を
明
ら
か
に
し
、
将
来
へ
と
継
承
す
る
意
思
を
育
ん

で
い
た
だ
い
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。
先
般
、
愛
媛
県

大
洲
市
で
開
催
さ
れ
た
文
化
財
庭
園
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

お
い
て
、
「
庭
園
の
本
質
」
と
は
何
か
と
い
う
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
庭
園
」
と
言
っ
た

と
き
、
敷
地
が
あ
っ
て
池
が
あ
っ
て
樹
木
が
あ
っ
て

そ
こ
に
構
造
物
や
建
造
物
そ
の
他
が
あ
る
と
い
う
、

そ
の
空
間
構
成
の
こ
と
を
私
た
ち
は
「
庭
園
」
と
い

う
ふ
う
に
考
え
た
り
し
ま
す
。
制
度
上
、
文
化
財

の
「
名
勝
」
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
不
動
産
の
文
化

遺
産
と
し
て
取
り
扱
う
わ
け
で
す
が
、
先
ほ
ど
重
点

要
望
と
し
て
会
長
か
ら
ご
説
明
が
あ
っ
た
、
繰
り
返

し
変
わ
り
ゆ
く
季
節
の
中
で
光
の
変
化
や
天
候
の
変

化
が
あ
っ
て
、
皆
様
も
一
度
と
し
て
同
じ
状
態
を
ご

覧
に
な
っ
て
い
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
は
私
な
ど
が
申

し
上
げ
る
以
前
に
皆
様
実
感
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
も
庭
園
の
本
質
の
一
部
で
あ
る
、
さ
ら
に

そ
の
空
間
が
あ
っ
て
天
然
現
象
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
庭

園
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
こ
で
時
を
過
ご
す
と
い
う

人
間
の
存
在
が
な
い
と
庭
園
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
、
そ
う
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
当
然
、
お
手
入
れ
も
あ
り
ま
す
し
、

お
手
入
れ
そ
の
も
の
が
庭
園
文
化
の
楽
し
み
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
本

質
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
広
く
深
く
皆
様
が
感
じ
ら

れ
て
い
た
り
す
る
か
ら
、
ぜ
ひ
文
庭
協
の
活
動
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
園
全
て
の
空
間
構
成
も
、
天
然

の
現
象
も
、
人
の
関
わ
り
具
合
も
違
い
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
を
広
く
お
伝
え
い
た
だ
く
工
夫
を

重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
は
重
ね
て
の
お
願
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
大
き
な
文
化
行
政

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
文
化
財

庭
園
に
つ
い
て
は
多
く
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
の
中
で
ど
う
や
っ

て
皆
様
の
御
苦
労
を
分
か
ち
合
う
か
と
い
う
時
に
、

庭
園
の
所
有
者
、
管
理
者
が
社
会
に
何
を
提
供
す
る

の
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
そ
の
こ
と

と
合
わ
せ
て
社
会
に
何
を
求
め
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
具
体
的
な
世
の
中
の
動
向
や
経
営
の

状
態
を
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
で
す
し
、
ど
の
よ
う

に
実
践
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ

う
い
っ
た
文
庭
協
な
ど
の
意
見
交
換
の
中
で
行
動
を

起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
手
入
れ

は
大
変
で
す
が
、
大
変
な
中
で
お
手
入
れ
の
楽
し
み

が
忘
れ
ら
れ
が
ち
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
も
思
い
ま
す
の
で
、
再
度
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
お
手
入
れ
の
中
で
発
見
し
て

い
た
だ
い
て
、
来
園
者
の
方
に
も
そ
れ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
庭
園
の
本
質
を
お
話
し
ま

し
た
が
、
人
の
関
わ
り
の
無
い
庭
園
は
存
在
し
ま
せ

ん
か
ら
、
庭
園
は
単
な
る
空
間
施
設
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
来
園
さ
れ
た
方
も
そ
の
時
点
で
庭
園
の
一
部

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
思
い
を
巡
ら

- 18 -

会　報　第　５５　号



せ
て
い
た
だ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
お
伝
え
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
、
庭
園
を
お
持
ち
の
皆
様
か
ら

も
っ
と
深
く
広
く
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
社
会
の
中
で
文
化
財

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
議
論
の
中
に
も
イ
ン
パ
ク

ト
を
持
つ
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平澤主任文化財調査官の講演

文化財保護制度の 
見直しと 
庭園の保護 

文化庁文化財部記念物課 名勝部門 平澤 毅 

平成30年6月28日（木） 
文化財指定庭園保護協議会 第56回総会  

於：太皷谷稲成神社 儀式殿（島根県鹿足郡津和野町） 
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文化財保護制度の見直しと 
庭園の保護 

■文化行政をめぐる現状 

■文化庁の機能強化・京都移転 

■文化財保護制度の見直し 

■文化財庭園保護の更なる進展に
向けて 

文化行政をめぐる現状 
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文 化 行 政 の 概 要

文化を支える基盤の充実 ・国立美術館・博物館・劇場の機能強化
・著作権制度の整備・普及
・国語の改善・普及，日本語教育の推進文化を支える組織，仕組み等を充実 

「はじめて学ぶ著作権」キャラクター
（Ⓒやなせたかし）
「はじめて学ぶ著作権」キャラクター

芸術文化の振興

・優れた芸術活動への支援
・新進芸術家の育成・活動の支援
・子供・地域住民の鑑賞機会の充実

芸術文化の水準向上， 
国民の文化活動の充実 

・優れた芸術活動への支援

国
優れた舞台芸術の支援

文化庁文化交流使・林英哲の活動の様子

文化財の保存・活用

・文化財の保存修理・防災施設等の充実
・観光への活用による地域経済活性化。

国民的財産である 
文化財の次世代への継承 

・文化財の保存修理・防災施設等の充実

継承
国宝「出雲大社本殿」

日中共同制作 オペラ「アイーダ」

文化芸術の意義 

 【人間力】   人間性に豊かさと深みをもたらし、創造力と感性を育む 
 【地域再生】 人々が共に生きるための絆となり、誇りやアイデンティティを形成する 
 【国力】    高付加価値の産業、地域振興や観光など経済発展の基盤となり、国力の増大に資する 
 

国宝「出雲大社本殿」

発信・交流

・質の高い海外公演の奨励
・海外芸術団体等との交流
・文化遺産保護の国際協力

日本文化の発信，国際交流の推進 

文
文化庁広報誌「ぶんかる」
キャラクター：ぶんちゃん

  

文化財行政を取り巻く状況 

  

文化財行政

 
 
 
 

これまでの 
文化財保護制度の 
実績・成果と課題 

文化庁の 
京都移転と 
機能強化 

観光立国の
推進 

文化芸術 
振興基本法 
の改正 

 イメージ図 

文化財 
周囲の景観 

維持継承する
ための技術 

歴史資料や 
伝承等 

文化財を支える
人々の活動 

自然環境 

過疎化・少子高齢化
による地域の減退 

文化財承継の
担い手不足 
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文化芸術基本法 
文化芸術振興基本法 H13.12.7. 
文化芸術の振興に関する基本的な方針 

• 第１次 H14.12.10. 
• 第２次 H19.2.9. 
• 第３次 H23.2.8. 
• 第４次 ―文化芸術資源で未来をつくる― H27.5.22. 

文化芸術基本法 H29.6.23.
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/kihon/geijutsu_shinko/index.html 

文化芸術に関する施策に関する基本的な計画 
（文化芸術推進基本計画） 

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/hoshin/ 

• 第１期 H30.3.6. 
―文化芸術の「多様な価値」を活かして、未来をつくる― ．  

6 
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文化芸術振興基本法の改正 ②

４．基本的施策 
① 芸術、メディア芸術、伝統芸能、芸能の振興について、伝統芸能の例示に「組踊」を追加する

とともに、必要な施策の例示に「物品の保存」、「展示」、「知識及び技能の継承」、「芸術祭
の開催」などへの支援を追加。

 
② 生活文化の例示に「食文化」を追加するとともに、生活文化の振興を図る。
 
③ 各地域の文化芸術の振興を通じた地域の振興を図ることとし、必要な施策の例示に「芸術祭へ

の支援」を追加。
 
④ 国際的な交流等の推進に関する必要な施策の例示に「海外における我が国の文化芸術の現地の

言語による展示、公開その他の普及への支援」及び「文化芸術に関する国際機関等の業務に従事
する人材の養成及び派遣」を追加。

 
⑤ 芸術家等の養成及び確保に関する必要な施策の例示に国内外における「教育訓練等の人材育成

への支援」を追加。 など
 
５．文化芸術の推進に係る体制の整備 

政府の文化芸術推進会議、地方公共団体の文化芸術推進会議等について規定する。 

文化芸術に関する施策を総合的に推進するため、文化庁の機能の拡充等に
ついて、その行政組織の在り方等を含め検討を加え、必要な措置を講ずる。 

第三 その他 

視 点 １
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視 点 ２
「観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に」

視 点 ３
「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、
そして世界に開放
・赤坂や京都の迎賓館などを大胆に公開・開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光客
目線での「理解促進」、そして「活用」へ
・ 年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で 整備、わかりやすい多言語解説など

事業を展開し、集中的に支援強化

■「国立公園」を、
世界水準の「ナショナルパーク」へ
・ 年を目標に、全国５箇所の公園について
民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

■おもな観光地で「景観計画」をつくり、
美しい街並みへ
・ 年を目途に、原則として全都道府県・
全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

■古い規制を見直し、
生産性を大切にする観光産業へ
・ 年以上経過した規制・制度の抜本見直し、
ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材育成、民泊ﾙｰﾙの整備、
宿泊業の生産性向上など、総合ﾊﾟｯｹｰｼﾞで
推進・支援

■あたらしい市場を開拓し、
長期滞在と消費拡大を同時に実現
・欧州・米国・豪州や富裕層などをﾀｰｹﾞｯﾄにした
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、戦略的なﾋﾞｻﾞ緩和などを実施

・ 誘致・開催の支援体制を抜本的に改善
・首都圏におけるﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄの受入環境改善

■疲弊した温泉街や地方都市を、
未来発想の経営で再生・活性化
・ 年までに、世界水準 を全国 形成
・観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ、規制緩和などを
駆使し、民間の力を最大限活用した
安定的・継続的な「観光まちづくり」を実現

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現
・世界最高水準の技術活用により、出入国審査の
風景を一変

・ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな通信・交通利用環境を実現
・ｷｬｯｼｭﾚｽ観光を実現

■「地方創生回廊」を完備し、
全国どこへでも快適な旅行を実現
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能化
・新幹線開業やｺﾝｾｯｼｮﾝ空港運営等と連動した、
観光地へのｱｸｾｽ交通充実の実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
・ 年までに、年次有給休暇取得率 ％へ向上
・家族が休暇をとりやすい制度の導入、休暇取得
の分散化による観光需要の平準化

これまでの議論を踏まえた課題

「明日の日本を支える観光ビジョン」－世界が訪れたくなる日本へ－ 概要 

■我が国の豊富で多様な観光資源を、
誇りを持って磨き上げ、その価値を
日本人にも外国人にも分かりやすく
伝えていくことが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生み出し、
人を育て、国際競争力のある生産性の
高い観光産業へと変革していくことが
必要。

■ や宿泊施設、通信・交通・決済など、
受入環境整備を早急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含めた、すべての
旅行者が「旅の喜び」を実感できるような
社会を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「３つの視点」と「１０の改革」

平成 年３月 日策定

■「文化財」を、「保存優先」から観光客
目線での「理解促進」、そして「活用」へ
・ 年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で 整備、わかりやすい多言語解説など

事業を展開し、集中的に支援強化
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文化庁の機能強化・京都移転 

cf. 文化庁HP「文化庁の機能強化・京都移転」 
     http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/kino_kyoka/index.html 

文化財活用・理解促進戦略プログラム２０２０の策定について

平成 年 月にとりまとめられた「明日の日本を支える観光ビジョン」を踏まえ，
文化財を貴重な地域・観光資源として活用するために、２０２０年までに取り組むアクションプログラムを策定。

目指すべき将来像

○ 個々の文化財を点として保存
○ 日本人でも理解が困難な，専門家にしか分からない解説
○ 修理遅れによる資産価値の低下・劣悪な外観

現状・課題及び今後の対応
現状・課題

年までに，以下の取組を 事業程度実施し，日本遺産をはじめ，
文化財を中核とする観光拠点を全国 拠点程度整備。
○ 支援制度の見直し

・支援に当たり観光客数等を指標に追加
・地域の文化財を一体的に整備・支援
・適切な修理周期による修理・整備
・観光資源としての価値を高める美装化への支援
・修理現場の公開（修理観光）や，修理の機会をとらえた解説整備への支援 等

○ 観光コンテンツとしての質向上
・分かりやすい解説の充実・多言語化
・宿泊施設やユニークベニュー等への観光活用を促進
・学芸員や文化財保護担当者等に対する文化財を活用した観光振興に関する

講座の新設，質の高い 等の養成と配置
・全国の文化財等の情報を発信するポータルサイトの構築
・美術館や博物館における参加・体験型教育プログラム等への支援，

ニーズを踏まえた開館時間の延長
・文化プログラムをはじめとする文化芸術活動との連携 等

プログラムのポイント

○分かりやすい解説と多言語対応

○投資リターンを見据えた文化財修理・整備の拡充と美装化
姫路城天守の大規模改修
・総事業費 億円
・観覧料収入

億円（ ）
→ 億円（ ）

○文化財を中核とする観光拠点の整備
大内宿の茅葺き民家群再生（福島県）
・地域の文化財の一体的整備を計画的に行い，

観光中心の産業構造へ転換
・観光客数は 年間で約 万人増加
・収益が修理につながる循環型の文化財保存・

活用事業の継続，地元技術者の育成

○歴史的建造物の活用促進

修理中もガイダンス
施設を設置

日光東照宮新宝物館
・東照宮の歴史や徳川家康の生涯を

ビデオ等を用いて分かりやすく解説
・全ての展示品は，日本の歴史を知ら

ない外国人でも理解できる英語解説
がされている

美装化

西日本工業倶楽部会館
・国指定重要文化財を

結婚式場等に活用
○文化財を
ユニークベニュー
とした文化イベント

姫路城での
オペラ上演

（概要） 平成 年 月 
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文化庁の京都移転に関する経緯

平成 年 月 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（閣議決定）
平成 年 月 道府県等に対し「政府関係機関の地方移転」の提案募集が行われ、京都府から

文化庁の移転の提案提出

平成 年 月 「政府関係機関移転基本方針」（まち・ひと・しごと創生本部決定）

【抜粋】
外交関係や国会対応の業務、政策の企画立案業務（関係省庁との調整等）

の事務についても現在と同等以上の機能が発揮できることを前提とした上で、
地方創生や文化財の活用など、文化庁に期待される新たな政策ニーズ等への
対応を含め、文化庁の機能強化を図りつつ、全面的に移転する。
このため、抜本的な組織見直し、・東京での事務体制の構築や移転時期、

移転費用・移転後の経常的経費への対応などを検討するための「文化庁移転
協議会（仮称）」を文部科学省と内閣官房、関係省庁の協力の下、政府内に
設置する。ＩＣＴの活用等による実証実験を行いつつ、８月末をめどに移転
に係る組織体制等の概要をとりまとめ、年内をめどに具体的な内容を決定し、
数年の内に京都に移転する。

平成 年 月 「新・文化庁の組織体制の整備と本格移転に向けて」（文化庁移転協議会）
①京都に文化庁本庁を置くことなど組織体制の大枠
②移転場所を現京都府警察本部本館とする
③移転時期を平成 年度中とする
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～新・文化庁 機能強化のポイント～

◆文化部・文化財部の２部制廃止 

＜政令事項その他＞ 

＜機能強化＞ 

✔ 柔軟かつ機動的な取組みの推進 

◆次長２名体制 
✔ 本格移転（遅くとも2021年度）に 
 向けた準備、マネジメント強化 
✔ 2020文化プログラムの強力な推進 

◆文化財関係部局の機能別再編 ✔ 適切な保護と、観光・産業と連携 
 した文化芸術資源の活用を推進 

✔ 文化芸術体験・専門人材育成の 
 質の向上 
✔ 博物館行政の効率化 

・大学との連携を生かした文化政策 
 調査研究 
・国内外への日本文化の発信 
・食文化等の生活文化振興や新たな 
 文化創造 
・各省と連携した文化GDP拡大 
          を担う体制整備 

他府省・自治体・民間等からの参画 ✔人材多様化による組織活性化 

✔ 文化庁が中核となって我が国 
 の文化政策を総合的に推進 

◆・文化に関する基本的政策の企画 
  立案推進機能 
 ・関係行政機関の事務調整機能 付与 
◆本省業務(芸術に関する教育、博物館) 
 の一元化 

＜法律事項＞ 

◆文化庁施策に閉じない「文化芸術推進 
 基本計画」の策定 
◆関係府省庁で構成する「文化芸術推進 
 会議」の設置 

新・文化芸術基本法(H29.6施行) 

文部科学省設置法改正案 

✔ 政策立案・発信機能の強化 
✔ 文化による社会的・経済的価値の 
 創出 

文化庁については、地域の文化資源を活
用した観光振興や地方創生の拡充に向けた
対応の強化、我が国の文化の国際発信力の
向上、食文化など生活文化の振興、科学技
術を活用した新文化創造や文化政策調査研
究など、文化庁に期待される新たな政策
ニーズ等に対応できるよう機能強化を図り
つつ、京都に全面的に移転する。（略）ま
た、文化庁の機能強化及び抜本的な組織改
編を検討し、これに係る文部科学省設置法
（平成 年法律第 号）の改正案等を平
成 年１月からの通常国会を目途に提出
するなど、全面的な移転を計画的・段階的
に進めていく。

◆まち・ひと・しごと創生基本方針
（ 閣議決定）

文化芸術の力
で一億総活躍

日本文化ブランド
で世界を魅了

文化芸術資源
で地方創生・
地域活性化

◆経済財政運営と改革の基本方針
～人材への投資を通じた生産性向

上～」（ 閣議決定） 

＜参考＞

「文化経済戦略 仮称 」を策定し稼ぐ
文化への展開を推進するとともに、政策
の総合的推進など新たな政策ニーズ対応
のための文化庁の機能強化等を図る。

年までを文化政策推進重点期間とし
て位置づけ、文化による国家ブランド戦
略の構築と文化産業の経済規模（文化Ｇ
ＤＰ）の拡大に向け取組を推進する。

地域文化創生本部について ～京都への文化庁移転～

平成２９年４月 地域文化創生本部設置（京都市東山区）
（平成２９年７月現在、３８名の体制）

 本庁＝京都、文化庁長官及び次長は京都に常駐

 東京では、国会対応、外交関係、関係府省庁との連携調整等に係る政策の企画立案業務及び東
京で行うことが必要な団体対応等の執行業務を担当

 職員数は全体の７割を前提に、京都府・京都市をはじめとする地元の協力も得ながら２５０人以上を
見込む

 文部科学省設置法の改正（平成３０年通常国会を目途に改正法案を提出）を経て、平成３０年度内
に新・文化庁～「縦割」を超えた開放的・機動的な文化政策集団～へ組織改革

移転先：現京都府警察本部本館 遅くとも平成３３年度中の本格移転を目指す

【移転後のイメージ】 
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文化財行政の現状 

文化財保護制度の見直し 
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日本における文化財保護制度の変遷 

文化財保護法について

○議員立法として昭和 年に成立。

【目的】
文化財を保存し、その活用を図り、もって国民の文化的向上に資するとともに、
世界文化の進歩に貢献すること（第１条）。

【定義】
（文化財保護法上の）「文化財」とは「有形文化財」「無形文化財」「民俗文化財」「記念物（史跡・
名勝・天然記念物）」「文化的景観」「伝統的建造物群」の６類型をいい（第２条）、文部科学大臣が
重要なものを「重要文化財」等に指定等することができる（第 条等）。

【任務と心構え】
・ 政府・地方公共団体は、文化財の保存が適切に行われるように、法律の趣旨の徹底に努める責務を

有し（第３条）、法律の執行に当たって関係者の所有権その他の財産権を尊重する（第４条③）。
・ 一般国民は、政府等が行う措置に協力し、また文化財の所有者等は、文化財を公共のために保存す

るとともに、できるだけこれを公開するなど文化的活用に努めなければならない（第４条①、②）。

議員立法として

 総  論 

有形文化財建造物
（国宝瑞龍寺）

無形民俗文化財
（青森市ねぶた） 文化的景観伝統的建造物群と民俗文化財

（岐阜県美濃市）
無形文化財

（歌舞伎女形）

提供：松竹株式会社 

有形文化財
（国宝黒韋威胴
丸兜 大袖付）
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       国指定等文化財の件数 ３０年３月１日現在 

種 別 ／ 区 分 国 宝 重 要 文 化 財

美
術
工
芸
品

絵 画

彫 刻

工 芸 品

書跡・典籍

古 文 書

考古資料

歴史資料

計

建 造 物
（ 棟） （ 棟）

合 計 ※１

特 別 史 跡 史跡

特 別 名 勝 名勝

特別天然記念物 天然記念物

計 計  ※３ 

各 個 認 定 保持団体等認定

指定件数 保持者数 認定件数 保持団体等数

芸 能 （ ）

工芸技術 （ ）

合 計 （ ）

国宝・重要文化財  

史跡名勝天然記念物 ※２  

登録有形文化財（建造物） 件 
登録有形文化財（美術工芸品）          件 
登録有形民俗文化財           件 
登録記念物          件 
 
記録作成等の措置を講ずべき無形文化財                  件 
記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財   件 

重要有形民俗文化財 件 
重要無形民俗文化財 件 
重要文化的景観    件 
重要伝統的建造物群保存地区 件 

重要無形文化財 

選定保存技術 件 
保持者 件（ 人） 
保存団体 件（ 団体） ※４ 

※１ 重要文化財の件数は国宝の件数を含む。 
※２ 重複指定があり、（ ）内は実指定件数を示す。 
※３ 件数は、特別史跡名勝天然記念物の件数を含む。 
※４ 重複認定があり、（ ）内は実団体数を示す。 

重要無形文化財 
「能楽」 

選定 登録 指定 市町村が決定 

文化財 

民俗資料、 
風俗慣習、民俗芸能 
民俗技術等

有形文化財 
美術工芸品、 
建造物 

無形文化財 
演劇、音楽、工芸技術等 

重要文化財

登録有形文化財

重要無形文化財

民俗文化財 
重要有形民俗文化財 

重要無形民俗文化財 

登録有形民俗文化財 

記念物 

史跡

名勝

天然記念物  
遺跡、名勝地、 
動物･植物等 

特別史跡 

特別名勝  

特別天然記念物  

登録記念物  

文化的景観 
棚田、里山、用水路等 

重要文化的景観  

伝統的建造物群 
宿場町、城下町、農漁村等

伝統的建造物群 
保存地区 

重要伝統的建造物群 
保存地区 

文化財の保存技術 選定保存技術

埋蔵文化財 

国宝 

文化財の体系図
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今日の文化財行政をめぐるキーワード 今日の文化財行政をめぐるキーワード

• 文化財保護法：文化庁 
• 世界遺産、無形文化遺産、世界の記憶 

cf1. GGN; Global Geoparks Network （世界ジオパーク）: UNESCO 
cf2. Biosphere Reserves；生物圏保護区（ユネスコエコパーク）: UNESCO 

     cf3. GIAHS; Globally Important Agricultural Heritage System （世界農業遺産）: FAO 
     cf4. SDGs; Sustainable Developing Goals 17の目標と169のターゲット 

目標11 包摂的で安全かつレジリエントで持続可能な都市及び人間居住を実現する 
ターゲット11.4 世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する。 

日本学術会議環境学委員会 平成29年9月29日 
報告「持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成に向けて日本の学術界が果たすべき役割」  

     cf5. Future Earth 

• 日本遺産 cf.日本農業遺産［農林水産省］、JGN（日本ジオパーク） 

• 歴史文化基本構想 
• 歴史まちづくり：歴史的風致維持向上計画 
• 水中文化遺産、大規模災害への対応……etc. 
 

都道府県 国指定等 都道府県
指定等

市町村
指定等

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

都道府県 国指定等 都道府県
指定等

市町村
指定等

滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

合計
※国指定等は平成29年8月現在、都道府県・市町村指定等は平成28年5月現在の件数。 
※国指定等には指定、選定、登録文化財の件数を、都道府県・市町村指定等には指定、選定、登録、それ以外の文化財の件数を含む 

都道府県別の文化財指定状況 
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文化財保護制度の見直し 

歴史文化を活かしたまちづくりの推進施策

文化財を核として、地域全体を歴史文化の観点から
捉え、各種施策を統合して歴史・文化を活かした地域
づくりを進めるための地方公共団体の基本的な構想。
（ 文化審議会企画調査会で提言）

【策定件数】５７計画（６０市町村） 時点

歴史文化基本構想（H19～） 

日本遺産（H27～） 

地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るス
トーリーを文化庁が認定。認定地域の魅力発信等を推進。
歴史文化基本構想策定又は歴史的風致維持向上計画の認定などが

認定申請の要件（複数地域による「シリアル型」を除く）。

【認定件数】６７件 ６時点

歴史まちづくり法（H20～） 

地域固有の歴史・伝統を反映した人々の活動と、その活動が
行われる歴史的建造物等が一体となって形成する良好な市街地
の環境である「歴史的風致」を保護するための事業計画を認定。
【認定件数】６６件 時点

（文科省・国交省・農水省の共管）

【構想に記載する事項（例）】
• 地域の歴史文化の特徴
• 文化財把握の方針
• 保存・活用の基本方針
• 関連文化財群
• 歴史文化保存活用区域
• 保存活用計画作成の考え方
• 保存活用の体制整備の方針

【認定ストーリーのポイント】
• 歴史的経緯や地域で受け継が

れる伝承・風習等を踏まえて
いること

• ストーリーの中核に明確な
テーマを設定し、建造物や遺
跡・名勝地，祭りなど，地域
に根ざして継承・保存がなさ
れている文化財にまつわるも
のが据えられていること。

• 単に文化財の価値を解説する
だけのものになっていないこ
と。

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」 

（※）重要文化財建造物等の周辺など

関連文化財群のイメージ

平成 ～ 年：策定支援モデル事業を実施（ 箇所）
平成 年度～ ：計画策定の補助事業を開始
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文化財保護制度の見直しに向けて

○我が国では、文化財保護法により、有形・無形の文化財について体系的な施
策が講じられ、所有者等の尽力により文化財保護の成果があげられてきた

○一方で、社会状況は急激に変化し、過疎化・少子高齢化の進行により豊かな
伝統や文化が消滅の危機

○これまで価値付けが明確でなかった未指定文化財も対象に含めた取組の
充実や文化財継承の担い手を確保し社会全体で支える体制づくりが急務

多くの人が参画し、地域社会全体で地域の文化や経済の振興の核として、
文化財を未来へ確実に継承する方策を模索することが必要

検討の背景

文化審議会への諮問

平成 年５月 日 文部科学大臣から文化審議会に諮問

「これからの文化財の保存と活用の在り方について」

・「これからの時代にふさわしい文化財の保存と活用の方策の改善」
【検討事項】 ・「文化財の持つ潜在力を一層引き出すための文化財保護の新たな展開」

・「文化財を確実に継承するための環境整備」
等

諮問
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重要文化財等に
指定・選定して
個別に保護措置

仏像

社寺仏閣

お祭り

古民家

民謡舞踊

都道府県：大綱の策定

市町村：地域計画の策定

地域の
文化財の
総合的な
保存活用

地域の
文化財の

・域内の文化財の総合的な保存活用に係る取組の方針、広域区域ごとの取組、
小規模市町村への支援等

・域内文化財 未指定含む を総合的に把握し、保存活用のため必要な措置
・国の認定を受けた計画には２つの特例
①国に対する登録文化財の提案 登録手続きの弾力化
②一般市・町村による手挙げ式の事務実施特例 現状変更の許可手続等の弾力化

協議会
自治体関係部局、都道府県、博物館、
文化財所有者、地域住民、 等、

商工会、観光関係団体、学識経験者 等

地方
文化財保護
審議会

保存活用のために必要な措置
・価値付け
・修理管理
・ガイダンス施設整備
・普及啓発 等

域内の文化財の総合的な把握
未指定文化財を含む

民間団体：市町村は地域計画に記載された保存活用のための措置と活動方針が
合致する民間団体を指定し、民間も含め地域一体で文化財の継承に取り組む
民間団体：
合致する民間団体を指定し、民間も含め地域一体で文化財の継承に取り組む

古民家

遺跡遺跡

これに加えて、地域社会
全体で文化財の継承

地
域
計
画
の
認
定

国：指針の策定
〔答申内容①〕 総合的な視野に立った地域における文化財の保存・活用の推進

○制度改正が必要な事項について、平成 年（第 回）通常国会へ
文化財保護法等の改正法案を提出（平成 年 月 日）。
平成 年 月 日可決・成立、平成 年 月 日施行へ。

文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい 
保存と活用の在り方について（第一次答申）

○平成 年６月 １日 文化審議会文化財分科会企画調査会において審議開始

○平成 年８月３１日 「中間まとめ」公表

○平成 年 月 ８日 文化審議会答申
「文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい保存と活用の在り方について」
（第一次答申）

答申までの経緯

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/bunkazai/kikaku/h29/matome/pdf/r1399287_01.pdf 
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（地方公共団体の文化財に係る体制の充実）

○文化財担当職員等の人材確保や資質向上及び「文化財保護指導委員」の
配置を都道府県だけでなく市町村にも拡大すること等が必要

（地方文化財保護行政の所管）

○地方における文化財保護の所管は教育委員会とされているが、文化行政
全体としての一体性や景観・まちづくり等に関する事務との関連性を考慮
し、
条例により首長部局での文化財保護に関する事務の執行・管理を可能に

○ただし、首長部局に移管する場合は、専門的・技術的判断の確保や開発
行為との均衡等に対応するため、地方文化財保護審議会を必置とするなど、
環境の整備が必要

〔答申内容③〕 地方文化財行政の推進力強化

〔答申内容②〕 個々の文化財の計画的な保存・活用と担い手の拡充

○所有者と共に文化財の保存活用を担う主体の位置付け

・現行の管理責任者制度を使いやすく実効性のある制度に改正

○個々の文化財の保存活用計画の作成

・所有者等が作成し、国が認定

○国宝・重要文化財（美術工芸品）の適切な公開の在り方

・技術の進歩や公開ニーズに対応し、材質等によって公開日数を延長

現状変更の際に
国へ許可申請

認定計画に基づく
手続の弾力化

所有者単独
で保存活用
の取組

所有者の
取組を
積極的に
サポート

年間の公開日数は
延べ６０日以内等
の一律の基準

石、土、一部の金属製品
などの年間の公開日数は

延べ 日以内
石 土 金属 銅製品等
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【概要】
個人が、美術館（※１）と特定美術品（※２）の長期寄託契約を締結し、文化財保護法に規

定する保存活用計画（※３）の文化庁長官の認定を受け、その美術館（以下「寄託先美術館」
という。）にその特定美術品を寄託した場合において、その者が死亡し、その特定美術品を相
続又は遺贈により取得した者（以下「寄託相続人」という。）がその長期寄託契約及び保存活
用計画に基づき寄託を継続したときは、担保の提供を条件に、その寄託相続人が納付すべき相
続税額のうち、その特定美術品に係る課税価格の ％に対応する相続税の納税を猶予する。
※１ 博物館法に規定する博物館又は博物館相当施設のうち、美術品の公開及び保管を行うもの
※２ 国宝・重要文化財、登録有形文化財の美術工芸品
※３ 文化財保護法の改正により保存活用計画の仕組みの構築を検討中（平成 年通常国会に

提出予定）
【猶予税額の免除】
・寄託相続人が死亡した場合 ・寄託先美術館に対するその特定美術品の寄贈した場合
・自然災害によるその特定美術品の滅失があった場合
【猶予税額の納付】
以下の場合には、猶予税額及び法定申告期限からの期間に係る利子税を納付する。
・特定美術品の譲渡等をした場合 ・特定美術品が滅失、紛失等をした場合
・長期寄託契約の終了、保存活用計画の期間満了後、新たに認定を受けなかった場合
・重要文化財の指定解除、登録有形文化財の登録抹消、保存活用計画の認定取消しの場合
・寄託先美術館が廃止された場合（新たな寄託先美術館に寄託した場合を除く。）

【その他】
寄託相続人は、３年毎に、継続届出書に寄託先美術館の発行する証明書を添付して、寄託相

続人の納税地の所轄税務署長に提出する。 等

特定の美術品に係る相続税の納税猶予制度の創設（相続税）
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○ 「文化経済戦略」（平成 年 月 日内閣官房・文化庁策定）や「文化財保護法」の改正（通
常国会提出予定）などを踏まえ、文化財の積極的な保存・活用を推進するため、平成 年度から、
保存・活用に要する経費に対する地方財政措置を拡充。
① 文化財の保存・活用に係る国庫補助事業（ハード事業）の地方負担について、一般補助施設整
備等事業債の対象とし、元利償還金に対する交付税措置を拡充（充当率 ％、交付税措置率

％）。
② 文化財の保存活用計画を策定し、当該計画に基づき実施する活用事業（国庫補助事業、地方単
独事業）に要する経費（ソフト事業）について、新たに特別交付税措置。

区分

保存 活用
ハード事業 ソフト事業 ハード事業 ソフト事業

史跡・建造物の購入、
保管施設の整備等

修理・維持補修等 ガイダンス施設、ト
イレ、駐車場整備等

解説の多言語化、企
画・展示、広報等

国庫補助事業
（補助率 原則

）

一般補助施設整備等
事業債【 拡充】
（充当率 ％、交付税措置
率 ％）

特別交付税
（文化財の保存等に要する
経費）

普通交付税
（地域の伝統文化の振興に
要する経費等）

一般補助施設整備等
事業債【 拡充】
（充当率 ％、交付税措置
率 ％）

特別交付税【 新規】

地方単独事業
地域活性化事業債
（充当率 ％、交付税措置
率 ％）

地域活性化事業債
（充当率 ％、交付税措置
率 ％）

＜文化財の保存・活用に係る地方財政措置＞

文化財の保存・活用に係る地方財政措置について

文化財の保存・活用に係る国庫補助事業（ハード事業）への地方財政措置の拡充

実質地方負担

％

文化財補助金

文化財の保存・活用に係る経費（ハード事業）

地方負担財政状況等に応じた加算等

実質地方負担

実質地方負担

現 行

平成 年度～

公共事業等債

一般補助施設
整備等事業債 実質地方負担 一般補助施設

整備等事業債

％～ ％

道府県の場合 市町村の場合

％～ ％

・公共事業等債（充当率 ％、措置率 ％） ・一般補助施設整備等事業債（充当率 ％、措置率 ％）

・一般補助施設整備等事業債（充当 ％、措置率 ％） ・一般補助施設整備等事業債（充当 ％、措置率 ％）

％～ ％％～ ％ ％～ ％

％～ ％ ％～ ％ ％～ ％ ％～ ％

平成 年度～

・公共事業等債（充当率

現 行
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中長期的観点から検討すべき課題 
今回の検討で主なテーマとした，これからの文化財の保存・活用に係る具体的施策や制
度改正については，速やかに必要な措置を講じる必要があるが，これ以外にも多くの重要
な課題があり，引き続き検討を進める必要がある。その中でも，特に以下の事項について
は，今回の第一次答申の後，速やかに検討に着手することが望まれる。 

・文化財を守る技術者・技能者や原材料の確保などに係る現行制度の見直しと今後
着手すべき施策の検討 

・文化財修理に関して，職人等の資質を担保する仕組みなど修理事業の質の維持向
上と人材育成に資する施策の検討 

・文化財行政に携わる人材や学芸員等の育成のための施策の見直しや研修機関の
在り方，次世代を担う子供たちへの教育的な取組の推進について 

・文化財保護法第 45 条・128 条の環境保全の規定の適用など文化財の周辺環境を
含めて一体的に保全する仕組みの検討 

・近代の文化財の保存と活用の在り方の検討 

・大規模災害発生時の文化財のレスキュー活動等や災害遺構の在り方について 等 

中長期的観点から検討すべき課題中長期的観点から検討すべき課題

「これからの文化財の保存と活用の在り方について」
継続審議

文化庭園保護の更なる進展  
に向けて 
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文化財庭園：最近の指定・登録 
■ 平成29年10月13日告示（平成29年6月答申） 
名勝 江馬氏館跡庭園 ［岐阜県飛騨市］
名勝 櫻井氏庭園 ［島根県仁多郡奥出雲町］
登録記念物 宇都宮大学庭園 ［栃木県宇都宮市］
登録記念物 光臺院書院庭園 ［和歌山県伊都郡高野町］

■ 平成30年 2月13日告示（平成29年11月答申） 
名勝 煙雲館庭園 ［宮城県気仙沼市］
名勝 旧広瀬氏庭園 ［愛媛県新居浜市］
名勝 名古屋城二之丸庭園 ［愛知県名古屋市］（追加）
登録記念物 平田氏庭園 ［福岡県小郡市］

■ 平成30年 6月15日答申 
名勝 白山公園 ［新潟県新潟市］
登録記念物 絲原氏庭園 ［島根県仁多郡奥出雲町］

江馬氏館跡庭園【岐阜県飛驒市】 
 え    ま      し   やかた あと   ていえん 
【 H29春_名勝の新指定２】 平成29年10月13日指定 

１５世紀末から１６世紀初頭にかけて

北飛彈地方の江馬氏の居館に築かれた

庭園遺構。発掘調査の成果に基づき会

所と塀に囲まれた空間に園池を中心と

する庭園を復元整備したもので、中世に

おける庭園文化の地方への伝播を示す

重要な事例。

指定範囲 会所庭園全景 

遺構検出状況 位置図 
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櫻井氏庭園 
さ く ら い    し   て い え ん 

【H29春_名勝の新指定３】 
平成29年10月13日指定 

紀以降に築かれた庭園。 松江藩七代藩主松平不昧（ふま

い）公の来駕の際に設えられたと伝わる岩盤斜面を流れ落

ちる瀑布の意匠に顕著な特徴を有する。
指定範囲 

櫻井家住宅全景 

櫻井氏庭園全景 

「岩浪(がんろう)」と命名された瀑布  

【島根県仁多郡奥出雲町】 

江戸時代前期より「可

部屋 かべや 」の屋号で

製鉄業を営み、松江藩

の鉄師頭取を務めた

櫻井家の住宅に１８世

煙雲館庭園
【宮城県気仙沼市】 

  え ん う ん か ん て い え ん 

【H29秋_名勝の新指定１】 
平成30年2月13日指定 

陸奥伊達藩上級家臣・鮎貝氏の居館に江戸時代前期以降築かれた庭園

で、気仙沼湾の勝景を南に望む丘陵部に立地して、主屋西向き大きな中島

を伴う園池と背景林から成り、幽邃宏大な風致を備えた優れた事例。

指定範囲 

鮎貝氏累代の墓所 

平面図（主庭部） 

主庭 

主屋外観 

位置図 
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旧広瀬氏庭園
【愛媛県新居浜市】 

 きゅう ひ  ろ   せ     し    て い え ん 

住友家総理人を務めた広瀬宰平とそ

の長男・満正によって明治時代半ばか

ら大正時代に築造を重ねられた庭園で、

本邸まわり、亀池、南庭から成り、迎

賓・祝祭・顕彰の場を兼ね備えた近代

日本における地方の庭園文化発展を

示す重要な事例。

指定範囲 

亀池と千歳島 

新座敷より内庭を望む 

南庭（靖献堂と馨原文庫） 内庭より新座敷・主屋を望む 

【H29秋_名勝の新指定２】 
平成30年2月13日指定 

位置図 

名古屋城二之丸庭園 
【愛知県名古屋市】 
昭和28年（1953）3月31日指定 
平成30年（2018）2月13日追加指定 

    な    ご    や   じょう  に    の  ま る ていえん 
【H29秋_名勝の追加指定 １】 

南池（追加指定） 

北御庭 栄螺山（既指定地） 

昭和２８年（１９５３）に豪宕多彩な

景趣を維持していた一部の範囲が名

勝指定されたが、発掘調査等の成果

により、文政期の『御城御庭絵図』等

とよく照合する庭園遺構が良好に遺

存していることが明らかとなり、追加

して庭園全体の区域を保護するもの。

追加指定範囲 

前庭 枯池（既指定地） 

北御庭 池及び石組（既指定地） 

石垣 南西から（追加指定地） 

奥御文庫礎石（追加指定地） 



- 42 -

会　報　第　５５　号

白山公園【新潟県新潟市】

は く さ ん こ う え ん

【 春名勝の新指定１】

燕喜館全景

新潟市市街地中心部の白山神社旧境内地に明治初期に造られた

公園。我が国において計画的に造営された公園の最初期の事例とし

て極めて重要である。創設以来、市民の憩いの場、集会等の場として

利用され、造営当初からの空間構成が維持されている。

蓮池のラジオ塔と偕楽館橋白山神社の鳥居

指定範囲

宇都宮大学庭園【栃木県宇都宮市】

う つ のみや だい がく てい え ん

【H29春_登録記念物の新登録（名勝地関係）１】平成29年10月13日登録 

宇都宮大学峰キャンパス構内に所在するフランス式庭園に

倣った整形式庭園。宇都宮高等農林学校の開校に際して初代

校長の佐藤義長が構想、教職員が設計し、学生や地域の人々

により大正１５年（１９２６）までに作庭されたものであり、日本の

近代造園史において意義深い事例。

位置図 

庭園全景（北から） 

登録範囲 
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光臺院書院庭園
こうだ い い ん しょ いん てい えん
【 春 登録記念物の新登録（名勝地関係）２】平成 年 月 日登録

登録範囲 庭園全景（南東から）

庭園前景（東から）

昭和時代を代表する作庭家で

ある重森三玲の手による昭和３８

年（１９６３）の作庭で、８つの峯に

囲まれた聖地としての高野山の

在り方を参照し、中島を有する園

池を中心に「蓮華八葉」として表

現した庭園。重森の作風の一端

を知る上で意義深い事例である。

【和歌山県伊都郡高野町】

位置図

昭和初期に整備された豪商の住宅庭

園。主庭は主屋、座敷、客殿等の建物に

面し、分割して運搬した巨岩を当地で接

合した、高さ約４ｍの滝石組が特徴。建

物の配置を含めた空間構成がよく保存さ

れており、九州の造園文化の発展に寄

与した意義深い事例である。

平田氏庭園【福岡県小郡市】

ひ ら た し てい えん

【 秋 登録記念物の新登録（名勝地関係） １】
平成 年 月 日登録

滝石組

主庭

登録範囲
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庭園の本質
■空間構成 
選地、地割や石組、園池や植栽、 
様々な構造物建造物その他…… 

■天然現象 
繰り返し変わりゆく季節、 
朝・昼・夕・晩の光の変化、天候の具合、…… 

■人の営み 
そこで時を過ごすこと、 
大小の結構に仕掛けられた遊びを楽しむこと、 
作庭意図に導かれ育まれた結構に倣って 
営まれる弛みない「手入れ」、…… 

絲原氏庭園
【島根県仁多郡奥出雲町】

い と は ら し てい えん

【 春登録記念物の新登録（名勝地関係） １】

主庭から見た主屋

江戸時代に松江藩の鉄師頭取を務めた絲原氏の
住宅に造られた庭園。大正末期の主屋新築の際に
庭園も整備されたと考えられ、その主要な部分が現
在まで残る。主屋の南東部に面し、山の斜面を取り
込みつつ、滝、池泉、茶室等を設けている。主庭

主庭

登録範囲
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変化する社会の中で
変化する庭園のことを考える

■所有者・管理者は何を社会に提供し、
何を社会に要求するのか。

■そのために、何を知り、何を明らかにし、
どのように行動するのか。

■時にお手入れそのものが楽しみとなり、
来園者も楽しませる。

■庭園は単なる公開施設ではないこと、
来園者も庭園の一部となること。



平成３０年６月２８日（木） 文化財指定庭園保護協議会 第 56 回総会 
於：太皷谷稲成神社 儀式殿（島根県鹿足郡津和野町） 

文化財保護制度の見直しと庭園の保護 

文化庁文化財部記念物課 
名勝部門   平澤 毅 

 

■文化行政をめぐる現状 

○文化行政の概況 

芸術文化の振興 文化財の保存と活用 発信・交流 文化を支える基盤の充実 

○文化財行政を取り巻く状況： 

＊過疎化・少子高齢化による地域の減退、文化財承継の担い手不足 

＊文化芸術基本法、観光立国の推進、文化庁の移転、文化財保護の実績と課題 

（H13.12.7.文化芸術振興基本法 → H29.6.23.文化芸術基本法） 

  http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/shokan_horei/kihon/geijutsu_shinko/index.html 
  http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/hoshin/ 
＊「明日の日本を支える観光ビジョン」（平成 28 年 3 月） 

  → 文化財活用・理解促進戦略プログラム２０２０（平成 28 年 4 月） 

■文化庁の機能強化・京都移転 

 ○文化庁の京都移転に関する経緯 

  ＊「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（閣議決定、平成 26 年 12 月） 

  ＊京都府から文化庁の移転の提案提出（平成 27 年 3 月） 

  ＊「政府関係機関移転基本方針」（まち・ひと・しごと創生本部決定、平成 28 年 3 月） 

  ＊文化庁・地域文化創生本部設置（平成 29 年 4 月） 

  ＊「新・文化庁の組織体制の整備と本格移転に向けて」（文化庁移転協議会、平成 29 年 7 月） 

 ○文化庁の組織改編 

  ＊文部科学省設置法の一部を改正する法律案（平成 30 年 6 月 8日 可決・成立） 

  ＊現行：定員 231 人、長官・次長・長官官房・文化部・文化財部 

  ＊平成 30 年 10 月 1 日以降：定員 253 人、部制廃止・次長 2名体制、分野別から機能重視へ、 

               文部科学省業務(博物館・芸術教育)の移管などを含む 

   （※記念物・文化財庭園の所管は、「文化財部記念物課」から「文化財第二課」へ） 

    ※文化庁 HP「文化庁の機能強化・京都移転」（遅くとも平成 33 年度中に移転実施の予定） 

       http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/kino_kyoka/index.html 

■文化財保護制度の見直し 

 ○文化財行政の現状 

  ＊国・都道府県・市区町村による指定・登録等の措置を講じている文化財 14 万件余り 

  ＊文化財保護法、世界遺産、無形文化遺産、歴史文化を活かしたまちづくりの推進施策…… 
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平成３０年６月２８日（木） 文化財指定庭園保護協議会 第 56 回総会 
於：太皷谷稲成神社 儀式殿（島根県鹿足郡津和野町） 

 ○文化財保護制度の見直し 

  ＊平成 29 年５月 19 日 文部科学大臣から文化審議会に諮問 

   「これからの文化財の保存と活用の在り方について」 

  ＊平成 29 年 12 月 8 日 文化審議会答申（第１次答申） 

「文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい保存と活用の在り方について」 

（第一次答申） 

 http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/bunkazai/kikaku/h29/matome/pdf/r1399287_01.pdf 
  ＊制度改正が必要な事項について、平成 30 年（第 196 回）通常国会へ 

   文化財保護法等の改正法案を提出（平成 30 年 3 月 6日） 

   平成 30 年 6 月 1 日可決・成立、平成 31 年 4 月 1日施行へ。 

  ＊〔答申内容①〕総合的な視野に立った地域における文化財の保存・活用の推進 

   〔答申内容②〕個々の文化財の計画的な保存・活用と担い手の拡充 

   〔答申内容③〕地方文化財行政の推進力強化 

  ＊特定の美術品に係る相続税の納税猶予制度の創設（相続税） 

  ＊文化財の保存・活用に係る地方財政措置について 

   文化財の保存・活用に係る国庫補助事業（ハード事業）への地方財政措置の拡充 

 

■文化財庭園保護の更なる進展に向けて 

 ○最近の指定・登録 

平成 29 年 10 月 13 日告示 

   名勝：江馬氏館跡庭園［岐阜県飛騨市］、櫻井氏庭園［島根県仁多郡奥出雲町］、 

   登録記念物：宇都宮大学庭園［栃木県宇都宮市］、光臺院書院庭園［和歌山県伊都郡高野町］ 

平成 30 年 2 月 13 日告示 

   名勝：煙雲館庭園［宮城県気仙沼市］、旧広瀬氏庭園［愛媛県新居浜市］ 

   名勝の追加指定：名古屋城二之丸庭園［愛知県名古屋市］、登録記念物：平田氏庭園［福岡県小郡市］ 

平成 30 年 6 月 15 日答申 

   名勝：白山公園［新潟県新潟市］、登録記念物：絲原氏庭園［島根県仁多郡奥出雲町］ 

 ○庭園の本質 

空間構成：選地、地割や石組、園池や植栽、様々な構造物建造物その他…… 

天然現象：繰り返し変わりゆく季節、朝・昼・夕・晩の光の変化、天候の具合、…… 

人の営み：そこで時を過ごすこと、 

     大小の結構に仕掛けられた遊びを楽しむこと、 

     作庭意図に導かれ育まれた結構に倣って営まれる弛みない「手入れ」、…… 

 ○変化する社会の中で変化する庭園のことを考える 
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公
開
講
演
会

～
津
和
野
の
ま
ち
づ
く
り
と
庭
園
～

�
津
和
野
町
教
育
委
員
会
　
教
育
次
長
補
佐
　

�

宮
田
　
健
一

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
津
和
野
町
教
育
委
員

会
文
化
財
担
当
を
し
て
お
り
ま
す
、
宮
田
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
「
津
和
野
の
ま
ち
づ
く
り
と
庭
園
」

と
い
う
大
き
な
お
題
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
う
い

う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
で
き
る
か
非
常
に
不
安
だ
っ
た

の
で
す
が
、
私
な
り
に
明
日
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
含
め
、

か
つ
明
日
は
こ
の
人
数
で
は
ど
う
し
て
も
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
商
家
庭
園
の
ご
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
私
が
知
り
得
て
い
る
範
囲
の
津
和
野
町
内
の
庭

園
を
中
心
と
し
た
活
用
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
概
要

を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
（
ス
ラ

イ
ド
1
）
1
番
目
と
し
て
津
和
野
町
の
文
化
財
庭
園

に
つ
い
て
順
次
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
2

番
目
に
こ
れ
ら
の
庭
園
を
活
か
し
た
取
組
み
の
様
子

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
津
和
野
町
の
地
形
を
把
握
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
2
）
こ
ち
ら
が
萩

石
見
空
港
で
、
こ
ち
ら
が
山
口
県
境
、
主
に
こ
の
あ

た
り
に
城
下
町
の
盆
地
を
中
心
と
し
た
庭
園
が
ご
ざ

い
ま
す
。
最
初
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

旧
堀
氏
庭
園
で
す
。
約
6
．
5
h
a
が
平
成
17
年
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
谷
間
を
中
心
と
し
て
裏

の
山
を
含
ん
だ
、
非
常
に
広
大
な
範
囲
で
す
。
（
ス

ラ
イ
ド
3
）
谷
間
全
体
に
主
要
な
庭
園
が
あ
り
ま
し

て
、
近
世
か
ら
近
代
の
銅
山
で
栄
え
た
一
族
、
堀
家
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の
主
屋
庭
園
、
楽
山
荘
庭
園
、
和
楽
園
が
向
か
い
側

に
あ
り
ま
し
て
、
飛
び
地
と
し
て
畑
迫
病
院
の
外
構

造
園
と
い
う
の
が
主
な
庭
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
ス

ラ
イ
ド
4
～
5
）
主
屋
庭
園
は
簡
素
な
平
庭
を
中
心

と
し
て
お
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
半
ば
建
築
の
主
屋

に
伴
う
庭
園
と
な
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
6
）
楽
山

荘
は
明
治
33
年
上
棟
の
建
物
に
な
り
ま
す
。
（
ス
ラ

イ
ド
7
）
そ
れ
に
伴
い
ま
す
楽
山
園
と
い
う
庭
園

は
、
池
庭
を
中
心
と
し
て
高
さ
を
利
用
し
た
豪
快
な

作
り
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
池
の
水
に
つ
い
て
は
裏

山
か
ら
6
0
0
ｍ
程
奥
の
流
れ
水
を
引
い
て
い
る
と

い
う
、
鉱
山
師
な
ら
で
は
の
取
組
を
し
た
面
白
い
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
8
）
そ
れ
か
ら
、

楽
山
荘
か
ら
谷
を
挟
ん
で
対
岸
に
あ
り
ま
す
、
和
楽

園
と
い
う
庭
園
は
、
大
正
4
年
築
庭
に
な
り
ま
す
。

（
ス
ラ
イ
ド
9
）
木
が
生
い
茂
っ
て
お
り
分
か
り
に

く
い
の
で
す
が
、
六
角
堂
や
展
望
所
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
先
祖
の
碑
な
ど
も
か
つ
て
は
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
旧
畑
迫
病
院
と
い
う
病
院
の
外
構
造
園

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
名
勝
指
定
地
は
、
病
院

そ
の
も
の
は
明
治
25
年
に
開
院
し
た
の
で
す
が
、
現

在
残
っ
て
い
る
建
物
は
大
正
6
年
に
建
て
ら
れ
た
新

館
の
病
棟
で
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
10
）
こ
の
建
物
の
保

存
修
理
工
事
を
一
昨
年
ま
で
行
い
ま
し
て
、
現
在
は

「
医
食
の
学
び
舎
」
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

私
、
埋
蔵
文
化
財
を
元
々
担
当
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
発
掘
庭
園
を
少
し
ご
紹
介
さ
し
上
げ
ま
す
。
堀

庭
園
の
一
画
に
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
で
、
県
道
の
拡
幅

調
査
を
し
た
際
に
発
掘
し
た
庭
園
で
し
て
、
第
15
代

堀
藤
十
郎
の
妹
堀
千
代
子
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ

る
家
の
庭
園
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
11
）

こ
こ
で
は
、
地
元
産
で
は
な
く
京
都
産
の
燻
瓦
が
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
12
）
見
て
い
た
だ

い
て
わ
か
る
よ
う
に
津
和
野
の
ま
ち
は
基
本
的
に
江

戸
時
代
の
終
わ
り
以
降
、
赤
瓦
の
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
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で
す
か
ら
こ
う

い
っ
た
燻
瓦
が

明
治
時
代
に
使

わ
れ
る
と
い
う

の
は
非
常
に
珍

し
い
こ
と
で
、

あ
え
て
お
金
を

か
け
て
堀
家
は

大
阪
、
京
都
か

ら
燻
瓦
を
取
り

寄
せ
る
、
耐
久

性
と
し
て
は
赤

瓦
に
劣
る
は
ず

な
の
で
す
が
、

あ
え
て
変
わ
っ

た
も
の
を
使
う

と
い
う
こ
と
を

し
て
い
ま
す
。

明
日
見
学
さ
れ
る
際
に
は
、
楽
山
荘
付
近
の
屋
根
瓦

が
燻
瓦
と
い
う
と
こ
ろ
を
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
城
下
町
で
文
化
財
的
な
庭
園
が
ど
の

程
度
あ
っ
た
か
を
示
し
た
地
図
に
な
り
ま
す
。
（
ス

ラ
イ
ド
13
）
こ
こ
が
今
皆
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

太
皷
谷
稲
成
神
社
の
あ
た
り
や
、
津
和
野
駅
の
あ
た

り
に
な
り
ま
す
。
商
家
庭
園
群
が
あ
り
ま
す
の
が
こ

の
あ
た
り
、
亀
井
氏
庭
園
が
こ
の
あ
た
り
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
借
景
と
し
て
主
に
利
用
さ
れ
ま
す
の

が
、
青
野
山
と
い
う
山
、
西
側
に
あ
り
ま
す
津
和
野

の
城
山
に
な
り
ま
す
。

亀
井
氏
庭
園
の
様
子
が
こ
ち
ら
に
な
り
ま
す
。

（
ス
ラ
イ
ド
14
～
19
）
こ
の
亀
井
氏
庭
園
は
約
3
，
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0
0
0
㎡
で
、
平
成
20
年
に
国
の
登
録
文
化
財
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
33
年
の
建
物
に
伴
う
庭
園
で
、

か
つ
て
導
火
線
工
場
で
財
を
成
し
た
吉
田
三
輔
の
築

造
で
し
た
。
そ
れ
を
旧
藩
主
で
あ
り
ま
す
亀
井
家
が

津
和
野
に
帰
省
し
た
時
に
購
入
し
て
、
亀
井
氏
庭
園

と
い
う
名
前
で
現
在
は
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
庭

園
の
特
徴
は
旧
藩
主
家
が
か
つ
て
の
藩
地
に
戻
っ
て

き
て
、
そ
こ
で
地
元
の
人
と
交
流
す
る
の
に
使
わ
れ

た
庭
園
と
い
う
の
が
特
徴
的
で
あ
り
ま
す
。

城
下
町
の
商
家
庭
園
の
説
明
に
移
り
ま
す
。
現
在

4
か
所
の
商
家
庭
園
が
所
有
者
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
に
登
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
20
）
岡

﨑
氏
庭
園
、
椿
氏
庭
園
、
財
間
氏
庭
園
、
田
中
氏
庭

園
で
す
。

岡
﨑
氏
庭
園
は
建
物
の
南
側
の
細
長
い
敷
地
を

う
ま
く
利
用
し
て
池
を
配
し
て
お
り
ま
す
。
（
ス
ラ

イ
ド
21
）
現
在
は
空
池
で
す
が
か
つ
て
は
水
が
張
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
は
呉
服

屋
さ
ん
を
経
営
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
（
ス
ラ

イ
ド
22
）
細
長
い
敷
地
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
奥
側

を
大
き
く
手
前
に
小
さ
く
と
立
体
感
を
見
せ
る
と
い

う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
か
つ
こ
の
よ
う
な
細

長
い
池
は
町
内
に
も
例
を
見
な
い
特
徴
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
23
～
24
）
ご
自
宅
の

方
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
話
で
は
、
山
口
市
の
阿
東

町
に
あ
り
ま
す
長
門
峡
と
い
う
長
い
渓
谷
を
模
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
財
間
氏
庭
園
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
主
屋
の

前
庭
と
主
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
25
～
26
）
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前
庭
は
簡
素
な
形
と
な
っ
て
お
り
、
（
ス
ラ
イ
ド
27

～
28
）
主
庭
園
に
つ
い
て
は
、
主
屋
か
ら
様
子
を
眺

め
ま
す
と
後
ろ
に
青
野
山
と
い
う
山
を
借
景
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
29
）
基
本
的
に
は

平
庭
で
池
が
な
い
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
に
水
盤
を
設

け
て
池
の
代
わ
り
に
し
て
い
る
と
い
う
の
が
特
徴
的

で
あ
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
30
）

次
に
、
田
中
氏
庭
園
は
、
殿
町
と
い
う
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
接
し
て
お
り
、
御
座
敷
が
あ
り
、
鶴
形

の
池
を
中
心
と
し
た
回
遊
式
の
庭
園
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
ス
ラ
イ
ド
31
～
32
）
前
庭
、
主
庭
と
い
う
2

つ
の
庭
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
門
を
く
ぐ
り
ま

す
と
小
さ
な
前
庭
が
あ
り
ま
し
て
、
奥
に
主
庭
が
ご

ざ
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
33
～
34
）
こ
こ
か
ら
城
山

が
見
え
る
位
置
に
な
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
35
）
向

き
を
変
え
て
回
遊
し
て
い
く
と
、
池
を
挟
ん
で
後
ろ

に
青
野
山
、
津
和
野
で
は
借
景
と
し
て
よ
く
用
い
ら

れ
る
よ
う
な
山
が
あ
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
36
）
こ

の
庭
園
で
特
徴
的
な
の
は
町
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

水
路
か
ら
の
水
を
引
き
込
ん
で
、
池
で
使
っ
た
後
に
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循
環
さ
せ
て

ま
た
水
路
に

戻
し
て
い
く

と
い
う
水
の

使
い
方
を
し

て

い

ま

す
。

（
ス
ラ
イ
ド

37

）

明

日
、

田
中
氏
庭
園

さ
ん
で
お
食

事
を
い
た
だ

く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
は
津
和
野
で
も
、
こ
う

い
っ
た
水
路
を
家
に
取
り
込
ん
で
池
に
回
す
と
こ
ろ

が
い
く
つ
も
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
現
在
で
は

数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
非
常
に

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
椿
氏
庭
園
で
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
38
～
39
）

主
庭
園
が
非
常
に
簡
素
な
平
庭
で
江
戸
時
代
に
火
事

で
焼
け
て
し
ま
っ
た
後
に
建
て
ら
れ
た
主
屋
に
伴
う

庭
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
40
～
41
）
庭

園
の
主
要
な
要
素
は
一
通
り
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

永
明
寺
庭
園
の
話
に
入
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
42

～
43
）
前
庭
と
中
庭
、
主
庭
、
茶
席
の
庭
と
い
う
4

つ
の
主
な
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
前
庭
は
昭
和
以
降
で

だ
い
ぶ
新
し
く
手
は
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
元
々

は
江
戸
時
代
の
庭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド

44
）
江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
建
物
書
院
が
建
て
ら
れ

た
の
で
、
主
庭
も
基
本
的
に
は
そ
の
時
代
に
作
ら
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、
手
が
入
っ
て
い
ま

し
て
、
先
ほ
ど
も
ご
説
明
し
た
堀
家
に
よ
っ
て
庭
園

が
整
備
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド

45
～
46
）
茶
席
の
東
側
の
小
さ
な
庭
は
江
戸
時
代
の

終
わ
り
の
絵
図
と
非
常
に
似
て
い
る
の
で
、
江
戸
時

代
の
庭
園
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
47
）
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次
は
指
定
庭

園
で
は
な
い
の

で
す
が
、
城
下

町
の
藩
邸
の
庭

園
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
津
和
野

城
の
ふ
も
と
に

藩
邸
が
ご
ざ
い

ま
し
て
、
そ
こ

に
嘉
楽
園
と
い

う
庭
園
が
ご
ざ

い
ま
す
。
築
山

池
庭
が
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、

現
在
築
山
が
お

そ
ら
く
同
じ
も

の
が
残
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。
（
ス

ラ

イ

ド

48

～

49
）
ち
ょ
う
ど

太
皷
谷
稲
成
神
社
の
ふ
も
と
に
あ
り
ま
す
津
和
野
高

校
の
敷
地
あ
た
り
に
あ
り
ま
す
。
左
側
の
町
営
住
宅

の
あ
た
り
に
池
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
数

年
前
に
一
部
分
発
掘
調
査
い
た
し
ま
し
た
ら
、
約

1
．
5
ｍ
下
か
ら
粘
土
質
の
土
が
見
つ
か
り
ま
し
た

の
で
、
絵
図
の
と
お
り
池
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
庭
園
を
活
か
し
た
取
組
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
旧
畑
迫
病
院
に
つ
い
て

先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
か
を
町
で
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
50
）
現
在
の

建
物
内
は
、
町
民
の
方
を
中
心
と
し
た
活
用
委
員
会

で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、
最

終
的
に
は
行
政
の
方
で
具
体
化
し
て
設
置
し
た
も
の
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で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
51
）
病
院
で
す
の
で
、

病
院
の
遺
構
を
示
す
た
め
の
資
料
展
示
室
の
ゾ
ー

ン
、
真
ん
中
の
と
こ
ろ
に
は
多
目
的
に
使
え
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
し
く
は
工
房
の
ゾ
ー
ン
、
左
端
の
と
こ
ろ

を
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
食
に
か
か
わ
る
ゾ
ー

ン
と
い
う
3
つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
い
た
し
ま
し
て
、

こ
れ
を
も
と
に
現
在
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
（
ス

ラ
イ
ド
52
）
こ
の
建
物
を
利
用
す
る
組
織
、
特
に
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

で
構
成
さ
れ
る
「
旧
堀
氏
庭
園
を
守
り
活
か
す
会
」

と
い
う
団
体
が
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
平
成
27
年

に
発
足
し
て
以
来
、
掃
除
・
環
境
整
備
を
し
た
り
、

ガ
イ
ド
業
務
を
行
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
文
化
財
を
地
域
の
宝
と
し
て
活

か
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ス

ラ
イ
ド
53
）
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は

お
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
イ
ベ
ン
ト
の
打

ち
合
わ
せ
を
さ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。
（
ス
ラ
イ
ド

54
）
こ
の
旧
堀
氏
庭
園
を
守
り
活
か
す
会
を
中
心
と

し
て
、
元
々
は
主
屋
に
あ
っ
た
が
傷
ん
で
使
え
な
く

な
っ
て
い
た
、
か
ま
ど
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
55
）
そ
れ
か
ら
、
つ

い
最
近
行
っ
た
も
の
で
、
新
緑
と
新
茶
を
活
か
し
た

取
組
で
、
煎
茶
を
楽
山
荘
で
い
た
だ
い
て
い
る
様
子

で
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
56
）
津
和
野
で
は
か
つ
て
煎
茶

が
非
常
に
盛
ん

だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ

を
こ
う
い
っ
た

非
常
に
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
い
い

堀
氏
庭
園
で
楽

し
ん
で
み
よ
う

と
い
う
取
組
で

す
。
そ
れ
か
ら

ち
ょ
っ
と
し
た
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コ
ン
サ
ー
ト
を
主
屋
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
ス

ラ
イ
ド
57
）
そ
れ
か
ら
、
旧
堀
氏
庭
園
を
守
り
活
か

す
会
だ
け
で
は
な
く
、
畑
迫
公
民
館
や
畑
迫
保
育
園

を
中
心
と
し
て
子
供
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
と
し
て
、

初
め
て
の
茶
の
湯
と
い
う
こ
と
で
作
法
の
体
験
を
す

る
と
い
う
、
な
か
な
か
最
近
は
畳
の
間
で
の
生
活
と

い
う
の
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
中
で
、
非
常
に
文
化

的
な
空
間
で
あ
る
文
化
財
の
中
で
茶
の
体
験
を
行
っ

て
み
よ
う
と
い
う
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
ス

ラ
イ
ド
58
）
さ
ら
に
、
観
光
協
会
が
主
体
と
な
っ
た

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
も
あ

り

ま

す
。
（

ス

ラ
イ
ド
59
）

次
に
商
家
庭

園
の
取
組
に
な

り

ま

す
。
「

和

魂
」
と
い
う
名

前
で
、
津
和
野

の

和

を

楽

し

む
、
小
京
都
の

秋
を
楽
し
む
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
元

に
、
普
段
は
個

人
所
有
で
見
る

こ
と
の
で
き
な

い
商
家
庭
園
の

庭
を
特
別
に
公

開
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と

で
、
2
0
1
6
年
、
2
0
1
7
年
と
年
1
度
公
開
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
60
）
こ
ち

ら
は
各
庭
園
の
公
開
の
様
子
で
す
。
（
ス
ラ
イ
ド
61

～
64
）

次
は
永
明
寺
庭
園
さ
ん
の
取
組
で
す
。
こ
ち
ら
は
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お
寺
さ
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
活
用
は
さ

れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
近
年
何

度
か
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
昨
年
は
、
日
本
遺
産
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
日

本
舞
踏
や
琴
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
催
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
（
ス
ラ
イ
ド
65
）

駆
け
足
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
津

和
野
の
町
そ
の
も
の
を
改
め
て
今
回
お
話
し
す
る
の

を
考
え
て
み
ま
す
と
、
小
京
都
と
い
う
よ
り
も
、
町

そ
の
も
の
が
庭
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
城
山
か
ら
眺

め
ま
す
と
、
本
当
に
箱
庭
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
山
に
囲
ま
れ
た
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
空
間
が
見

え
る
わ
け
で
す
。
実
際
町
に
立
っ
て
み
る
と
、
必
ず

ど
こ
を
見
渡
し
て
も
借
景
と
な
る
山
が
あ
っ
て
、
土

地
の
特
性
が
非
常
に
城
下
町
津
和
野
に
は
あ
る
と
い

う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
（
ス
ラ

イ
ド
66
）
私
た
ち
文
化
財
担
当
者
は
指
定
や
登
録
さ

れ
た
文
化
財
の
整
備
活
用
と
い
っ
た
形
で
庭
園
に
は

関
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た

取
組
が
町
全
体
で
広
が
っ
て
町
全
体
が
心
地
よ
い
、

お
庭
に
来
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
、
所
有
者
の
方
、
町
民
の
方
、
そ
し
て
観
光
に
来

ら
れ
た
方
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
、

そ
れ
が
永
続
的
な
観
光
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
な

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
を
も
ち
ま

し
て
私
の
ご
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成 30年 6月 28日（木） 

第 56回文化財指定庭園保護協議会 

 

津和野のまちづくりと庭園 

 
津和野町教育委員会	 宮田健一 

 
１．津和野町内の文化財庭園 
国指定名勝	 ：	 旧堀氏庭園 
国登録記念物（名勝地関係）：亀井氏庭園、岡﨑氏庭園、財間氏庭園、田中氏庭園、椿氏庭園 
未	 指	 定	 ：	 永明寺庭園（国史跡津和野藩主亀井家墓所の一部）など 

	 埋蔵文化財	 ：	 津和野藩御殿跡の嘉楽園（国史跡津和野城跡の一部）など 
 
２．津和野町内における庭園を活かす取り組み 
（１）旧堀氏庭園 
	 	 ◆四季のイベント（旧堀氏庭園を守り活かす会） 
	 	 ◆茶道体験など（畑迫公民館・畑迫保育園） 
	 	 ◆ライトアップ（津和野町観光協会）	  
	 	 ◆コンサート等開催（各実行委員会ほか） 
◆その他（津和野町教育委員会の集落支援員配置） 

 
（２）商家庭園 
	 	 ◆特別公開（津和野町観光協会） 
	 	 	 	 毎年 11月頃に開催する「和魂」イベントにて、商家庭園を特別公開 
	 	 ◆煎茶体験（椿氏庭園） 
 
（３）永明寺庭園 
	 	 ◆コンサート等開催（各実行委員会ほか） 
 

 
かまど利用（旧堀氏庭園） 新緑と新茶イベント（旧堀氏庭園） 
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ライトアップ（旧堀氏庭園） 特別公開（岡﨑氏庭園）

コンサート（旧堀氏庭園） 茶道体験（旧堀氏庭園）



閉
会
挨
拶

　
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

�

副
会
長
（
毛
越
寺
庭
園
）　 

　�

藤
里
　
明
久

皆
様
、
本
日
は
総
会
か
ら
公
開
講
演
会
と
長
時

間
に
わ
た
り
ま
し
て
大
変
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
文
化
庁
の
平
澤
さ
ん
、

津
和
野
町
教
育
委
員
会
の
宮
田
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。総

会
の
中
で
、
文
化
庁
に
対
す
る
要
望
書
を
皆
様

で
決
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
要
望
書
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
内
容
は
少
し
変
わ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
、
文
化
庁
の
も
と
に
お

届
け
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

庭
園
が
持
っ
て
い
る
特
殊
な
文
化
財
と
し
て
の

特
性
を
行
政
の
方
々
に
も
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
と

て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
の
中
に
「
手
入
れ
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
、
庭
園

を
維
持
管
理
す
る
、
或
い
は
庭
園
の
文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
向
上
さ
せ
る
、
こ
の
大
事
な
こ
と
が
手
入

れ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
修
理
と
か
は
補

助
対
象
と
な
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
も
、
我
々
庭
園

を
維
持
管
理
し
て
い
る
所
有
者
と
し
て
は
、
日
々
こ

れ
を
手
入
れ
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
で
す
が
、
手
を
抜
く
と
庭
園
と
い
う
の
は
生
き

物
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た

元
に
戻
す
に
は
大
変
な
時
間
と
労
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
々
の
手
入
れ
と
い
う
の
が

と
て
も
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
ず
っ
と

走
り
続
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
途
中
で

休
む
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
的
に
も
金
銭
的
に
も
息
切
れ
を
起
こ
し
て
、
そ
れ

が
出
来
な
く
な
る
時
期
が
来
た
り
し
ま
す
。
そ
の
時

に
行
政
の
立
場
で
広
い
援
助
と
言
い
ま
す
か
、
調
整

を
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
行
政
も
さ
き
ほ
ど
の
ご
講
演
の
中
で
ず

い
ぶ
ん
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
雰
囲
気
を

ち
ょ
っ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
ま
だ
全
て
理
解
し
て
お

り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
い
ず
れ
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、

我
々
本
協
議
会
の
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
そ
れ
ら
の
行

政
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
、
い
い
感
じ
に
う
ま
く
作

用
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
皆
様
と
そ
う
い
う
認
識
を
共

有
す
る
時
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
よ
ろ
し
く
今

後
と
も
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
協
議
会
総
会
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
津
和
野
町
当
局
の
皆
様
、
ま

た
、
津
和
野
町
の
皆
様
、
そ
し
て
い
つ
も
の
こ
と
で

す
が
事
務
局
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

東
京
都
公
園
緑
地
部
の
皆
様
方
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
年
は
名
古
屋
城
二
之
丸
庭
園
を
主
催
庭
園
と

し
て
、
名
古
屋
に
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
ち
ら
も
楽
し
み
に
し
て
、
ま
た

皆
様
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。明

日
も
現
地
視
察
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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藤里副会長　閉会の挨拶
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第５６回文化財指定庭園保護協議会総会	 開催風景	

	

	

●	 総会（平成 30年 6 月 28日）	

	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	
	

	

会場：島根県鹿足郡津和野町	 太皷谷稲成神社	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 開会挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主催者挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 開催地挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 開催地挨拶	

	 東京都建設局公園計画担当部長(事務局) 	 文化財指定庭園保護協議会	 	 	 	 津和野町長	 下森	 博之	 	 	 	 	 島根県教育庁参事	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 細川	 卓巳	 	 	 	 		 	 会長	 亀山	 章	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 丹羽野	 裕	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 来賓挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 									次回開催地挨拶	 	 	 	 	 	 	 							 	 閉会挨拶	

	 文化庁文化財部記念物課	 	 	 	 								 名古屋市名古屋城総合事務所	 	 								 	文化財指定庭園保護協議会	

	 主任文化財調査官	 平澤	 毅	 	 	 	 	 	 	保存整備係長	 内田	 祐太郎	 	 	 	 	 								 	副会長	 藤里	 明久	

	

	

●	 公開講演会（平成 30 年 6月 28 日）	
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

文化財保護制度の見直しと庭園の保護	 	 	 	 	 津和野のまちづくりと庭園	 		

文化庁文化財部記念物課	 	 	 	 	 	 	 	 	 津和野町教育委員会	

主任文化財調査官	 平澤	 毅	 	 	 	 	 	 	 次長補佐	 宮田	 健一	教育次長補佐　宮田　健一
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第５６回文化財指定庭園保護協議会総会	 開催風景	

	

●	 懇親会（平成 30年 6 月 28 日）	

	 	

	

	

	

	

	

	

	

挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	乾杯挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	中締め挨拶	

文化財指定庭園保護協議会会長	 	 	 	 	 	 	津和野町長	 下森	 博之	 	 	 	 	 	 	 	 	名古屋市名古屋城総合事務所	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 亀山	 章	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 保存整備係長	 内田	 祐太郎	

	

	

	

	

	

	

	

石見神楽（長福千原神楽社中）	

	

●	 現地見学会（平成 30 年 6月 29 日）	

(1)「旧堀氏庭園」国指定名勝	

	

	

	

	

	

	

	

	

(2)「永明寺庭園」（国指定史跡津和野藩主亀井家墓所の一部）	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

(3)	「亀井氏庭園」国登録記念物（名勝地関係）	
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文化庁への要望書提出

　第 56 回総会において承認されました文化庁への「要望書」（64 頁〜 65 頁）に

ついて、平成 30 年 8 月 24 日（金）に協議会亀山会長が文化庁宮田亮平長官と

面会し、要望書を手渡しました。面会は文化庁の平澤毅主任文化財調査官のお

立会いのもとで、協議会事務局を代表して東京都建設局細川公園計画担当部長

と共に行いました。

　亀山会長から、庭園は建造物等と異なり、毎日「手入れ」が必要な生き物であり、

「手入れ」された庭園をお客様に見ていただくことでもてなしの気持ちを伝える

ことができると、「手入れ」の重要性等を説明いたしました。

　約 1 時間にわたる面会のなかで宮田長官からは、手入れの重要性についてご

理解を示されたとともに、外国人観光客の増大するなかで、日本全国から日本

文化の素晴らしさを世界に発信していきたいとの言葉を頂戴しました。

写真は、左から細川部長、亀山会長、宮田長官、平澤主任文化財調査官
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「手入れ」の用語につきまして

　日本庭園は、土を使い、石を立て、水を使い、植物を植え、日々の空気も使っ

て風景を作ります。それぞれは変化する速度が違いながら、庭園は一つの生命

をなして、生きもののように存在しています。一日の昼夜があり、雨の日も晴

れの日も雪の日もあり、春夏秋冬の季節の変化があり、長い年月の間には木は

育つし石は苔むしてゆきます。生きている庭園はさまざまに変化します。その

変化に付き合って庭の日々の「手入れ」がなされます。毎日、何かの「手入れ」

が必要なのが庭園であり、そこが建造物などと異なる生きている文化財の庭園

の特徴です。

　庭園は生きていることによる常なる変化受け入れて、「手入れ」によって一つ

のまとまりを作り上げています。生きている庭園の生命を支え育む行為として

「手入れ」は庭園に欠かせないものです。

　庭園は客人が訪れることによって成り立つ文化財です。客人をもてなす空間

である庭園は、「手入れ」によってもてなしの気持ちが伝えられます。

　庭園が生きている文化遺産であることは、歴史的庭園の保存についてのフィ

レンツェ憲章（1982）にも述べられています。

　文化庁におかれましては、このような生きた文化財としての庭園の「手入れ」

の重要なことをご理解いただけますようお願いいたします。
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「文化庁創立 50 周年記念表彰」の受章について

文化庁創立 50 周年を記念して、文化芸術の振興に関して多大な功績のあった

者を表彰する記念式典において、当協議会が「永年にわたり、全国の文化財庭

園の保護に尽力し、我が国の文化財保護に多大な貢献をしている」として、表

彰いただきました。

（9 月 30 日に予定されていた表彰式は、台風 24 号の影響により、残念ながら

中止となりました）
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運営委員会の設置と活動報告について

文化財指定庭園保護協議会運営委員会は、平成 26 年 6 月 5 日に開催された第

52 回文化財指定庭園保護協議会総会において、亀山章会長から以下のとおり、

その設置について発議され、採択されました。

その後、7 月 25 日に第 1 回運営委員会を、10 月 15 日に第 2 回運営委員会を

開催し、平成 27 年 1 月 16 日にニュースレター第 1 号を発行しました。平成 30

年度は、平成 30 年 4 月 15 日に運営委員会を開催しました。

運営委員会の設置について

文化財指定庭園保護協議会の活動の取組を進めるためには、本会の目的にも

あるように、会員相互間の密接な連絡を保ち、文化財庭園の普及宣揚及び保存

管理に万全を図ることが極めて重要な基礎となります。そのため、この会に、

運営委員会を設置し、今後の活動について具体的に検討したいと考えました。

運営委員会における検討は、機動的に動ける体制を作り、文化財庭園に対す

る発展的な姿を模索し、会員であることの意義がわかるようにすることであり、

会員が置かれているさまざまな実情を踏まえて取り組む必要があります。
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運営委員会規則

第 1 条（目的）この規則は、文化財指定庭園保護協議会（以下、協議会という）

の会則第 2条の目的および第 3条の事業を円滑に進めるため、理事会のもと

に運営委員会を設置することに関し、必要な事項を定める。

第 2 条（委員）運営委員会委員（以下、委員という）は、第 1 条の目的を達成

するために会長が委嘱する。

第 3 条（会議）運営委員会の会議は、必要に応じて、会長が召集する。

　　2．会議は、委員の半数以上の出席を原則とする。

　　3． 会長は、必要と認めるときに、委員以外の専門家を参考人として、会議

への出席を招請することができる。

　　4． 会議の結果、議決された重要な事項については、理事会の議を得て実行

する。

第 4 条（任務）運営委員会は、第 1 条の目的に合わせて、会務運営のための情

報収集、調査研究、企画の検討・立案・実施の実働体制の構築などについて

検討し、その一部を実践することを任務とする。

第 5 条（議事録）会議の議事については、その経過および結果の概要を記録し

た議事録を作成する。

第 6 条（委員会の事務）委員会の事務は、協議会の事務局に置く。

第 7 条（改廃）この規則の改廃は、理事会の議決を経て行う。

　　　　　　　　　　　　　　附　　則

第 8 条（施行）この規則は、2014 年（平成 26）年 6 月 5 日から施行する。（平

成 26 年 6 月 5 日理事会議決）

運営委員会委員

理事会：亀山　章（会長）、藤里明久（副会長、毛越寺）

民間所有者・管理者：諸戸公子（諸戸財団）、藤井　清（養翠園）

公共の管理者：（公財）東京都公園協会文化財庭園課

学識者および技術支援者：吉村龍二（文化財庭園保存技術者協議会）

事務局：東京都建設局公園緑地部管理課
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平成３０年度会務報告	

 
１	 第５６回通常総会の開催 

  開 催 日	 	 平成３０年６月２８日（木）、２９日（金）	
  主催庭園    旧堀氏庭園 
総会会場	 	 太皷谷稲成神社儀式殿（島根県鹿足郡津和野町）	

  総会構成    出席６７会員（他に委任状提出５４会員）出席者総数 115名（来賓・事務局含む）	

   
６月２８日（木）	

  理 事 会	 	 	 １１時００分から１２時１５分	  
  通常総会      １４時３０分から１６時１５分	
    開催挨拶	 	 	 東京都建設局公園計画担当部長	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 細川	 卓巳	
    主催者挨拶	 	 文化財指定庭園保護協議会会長	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 亀山	   章	
    開催地挨拶	 	 島根県鹿足郡津和野町長	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 下森	 博之 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 島根県教育庁参事	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 丹羽野	 裕 
				来賓挨拶	 	 	 文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官	   	 	 	 	 平澤	 	 毅 
出席会員紹介	 	

議	 	 事	 	 	 議長 文化財指定庭園保護協議会会長	 	            	 亀山	   章	
    議	 	 題	 	 	 ①平成２９年度 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 会務報告・会計報告・会計監査報告	 	 ⇒	 承認    事 務 局	

②平成３０年度	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 事業計画案・予算案	 	 	 	 	 	 	 	   ⇒	 承認	 	 事 務 局 
	 	 	 	 	 	 	 	   ③第５６回文化財指定庭園保護協議会総会要望書案	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ⇒	 承認	 	 亀山	 	 章 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ④新規加入会員の報告	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 事 務 局 
	   次回開催地挨拶	 名古屋市名古屋城総合事務所保存整備係長	 	 	 	 	 	 内田祐太郎	

公開講演会	 	 文化財保護制度の見直しと庭園の保護	

                	 	 文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官	   	 	 	 平澤	 	 毅 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 津和野のまちづくりと庭園 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 津和野町教育委員会教育次長補佐	 	 	 	 	 	 	 	 	 宮田	 健一 

閉会挨拶   	  文化財指定庭園保護協議会副会長  毛越寺庭園	 	 	 	 藤里	 明久  
  	 懇 親 会	 	 	 １８時３０分から２０時３０分 
	

	 ６月２９日（金） 
  現地視察	 	 	 「旧堀氏庭園」「永明寺庭園」「亀井氏庭園」  

 

２	 会報の発行（第５４号） 

  平成３０年６月２８日（木）発行、配付 

（総会欠席会員には平成３０年７月４日送付） 

議題（１） 

  「旧堀氏庭園」「亀井氏庭園」「永明寺庭園」
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議題（２）

単位：円

科　　目 予算額（Ａ） 摘　　　要 決算額（Ｂ） 摘　　　要 差額（Ｂ－Ａ）

一般会費 @ 10,000×102 @ 10,000×111

賛助会費 @15,000×26 @15,000×2�

雑収入 預金利子 預金利子 △ 289

繰越金

合　　計

単位：円

科　　目 予算額（ａ） 摘　　　要 決算額（ｂ） 摘　　　要 差額（ａ－ｂ）

会報作成費 第５４号会報印刷費 第５４号会報印刷費

資料作成費 理事会・総会資料作成費 総会用資料コピー費

通信費 開催案内・会報送付等
開催案内・会報送付・
入会案内等

総会費 総会運営助成 第５６回総会運営助成

会議費 理事会会議費 第５６回理事会会議費

消耗品費 文房具等購入費 総会用名札等購入費

旅費
会長及び事務局旅費・次
回開催地との連絡調整等

事務局旅費・次回開催
地との連絡調整等

報償費 講師謝礼 講師謝礼

視察費 見学庭園入場料補助 見学庭園入場料補助

活動費
ＨＰ作成、文化財庭園保
存技術者協議会会費等

ＨＰ制作費、文化財庭園保存
技術者協議会会費

予備費
通信費、旅費、活動費
不足分等

合　　計

[　収　入　の　部　]

[　支　出　の　部　]

平 成 ３ ０ 年 度 会 計 報 告

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日）

次年度へ繰越
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監	 	 査	 	 報	 	 告 
 
 

本日、愛知県名古屋市名古屋クレストンホテルにおいて、本協

議会の平成３０年度会計報告書に従い、預金口座及び領収書等に

ついて監査したところ、いずれも適切に処理されており、良好な

るものと確認したので、ここに報告します。 

 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成３１年５月３０日 

 

文化財指定庭園保護協議会監事 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 養翠園	 	 藤	 井	 	 清	 	 印 

仙巌園（附）花倉御仮屋庭園 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  安川	 	 周作	 	 印 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	  
 

議題（３） 

令和元年
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平成３１年度事業計画（案）	

	

	 	 	 １	 通常総会（第５７回：今回実施分）の開催	

	 	 	 （１）開	催	日	 	 平成３１年５月３０日（木）・３１日（金）	

	 	 	 （２）会	 	 場	 	 名古屋クレストンホテル（愛知県名古屋市中区栄）	

	 	 	 （３）内	 	 容	 	 理事会・総会・公開講演会及び現地視察	

（名古屋城二之丸庭園、徳川園、白鳥庭園）	

																																																																																								

	 	 	 ２	 会報の発行（第５５号）	

	 	 	 （１）	発行予定	 	 平成３１年５月	

	 	 	 （２）	発行部数	 	 ４００部	

	

	 	 	 ３	 活動の指針	

	 	 	 （１）庭園の普及宣揚と管理の充実	

	 	 	 	 	 	 	 指定庭園の普及宣揚及び保存管理に万全を図るため、その環境作りのための情報	

発信や交流の活性化を図る。	

	 	 	 （２）「景観対策」の取りまとめ	

	 	 	 	 	 	 	 機会あるごとに意見交換を行い、今後庭園が望ましい景観を保つための対応策を	

まとめて行く。		

	 	 	 （３）庭園利用の活性化	

	 	 	 	 	 	 	 庭園がより一般に親しまれるために、各園が取り組んでいる活性化策の収集及び	

	 	 	 	 	 	 情報発信を行う。	

	 	 	 （４）会員間の交流の活性化を図る	

	 	 	 	 	 	 	 会員間の情報交換など、交流の活性化を図る。	

	 	 	 （５）会員の拡充を図り、会の活性化を図る。	

	 	 	 	 	 	 		※参考	

会員数（平成３０年度末現在）	 	 		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		合計１３８会員	

	 	 	 	 	 	 	 	 ①正会員（文化財指定庭園管理者等）										 										 	 				１１０会員	 	 	 	 	 	

②賛助会員（本会の目的に賛同する個人及び団体で理事会の承認を得たもの）				２８会員	

	

	 	 	 ４	 次回通常総会（第５８回）開催計画	

	 	 	 	 (1)	開催予定地	 青森県弘前市	

	 	 	 	 (2)	開催予定日	 平成３２年５月頃	 	 	 	 	 	  

議題（４） 

令和元年５月

令和２年５月頃

令和元年５月３０日（木）・３１日（金）

理事会・総会・講演会及び現地視察

令和元年度事業計画（案）



- 73 -

会　報　第　５５　号

単位：円

科　　目 予算額 前年予算額 比較増減 摘　　　要

一般会費 @ 10,000×111会員

賛助会費 @15,000×28会員

雑収入 △ 200 預金利子

繰越金

合　　計

単位：円

科　　目 予算額 前年予算額 比較増減 摘　　　要

会報作成費 第５５号会報印刷費

資料作成費 理事会・総会資料作成費

通信費 開催案内・会報送付等

総会費 総会運営助成

会議費 理事会会議費

消耗品費 文房具等購入費

旅費 △ 50,000
会長及び事務局旅費・次回
開催地との連絡調整等

報償費 講師謝礼

視察費 見学庭園入場料補助

活動費 ＨＰ(英語版)作成等

予備費

合　　計

（注）予算執行上必要があるときは、会長は理事会と協議して費目間流用することができる。

平 成 ３ １ 年 度 予 算 （ 案 ）

収 入 の 部

支 出 の 部

議題（ ）

750,797 △ 86,141

23,659

1,100,000 80,000 110

710,897 △ 386,341

440,000

120,000

2,270,897

300,000

310,897

760,000

0

2,270,897 23,659

20,000

令　和　元　年　度　予　算　（ 案 ）
 

    

平成３１年度事業計画（案）	

	

	 	 	 １	 通常総会（第５７回：今回実施分）の開催	

	 	 	 （１）開	催	日	 	 平成３１年５月３０日（木）・３１日（金）	

	 	 	 （２）会	 	 場	 	 名古屋クレストンホテル（愛知県名古屋市中区栄）	

	 	 	 （３）内	 	 容	 	 理事会・総会・公開講演会及び現地視察	

（名古屋城二之丸庭園、徳川園、白鳥庭園）	

																																																																																								

	 	 	 ２	 会報の発行（第５５号）	

	 	 	 （１）	発行予定	 	 平成３１年５月	

	 	 	 （２）	発行部数	 	 ４００部	

	

	 	 	 ３	 活動の指針	

	 	 	 （１）庭園の普及宣揚と管理の充実	

	 	 	 	 	 	 	 指定庭園の普及宣揚及び保存管理に万全を図るため、その環境作りのための情報	

発信や交流の活性化を図る。	

	 	 	 （２）「景観対策」の取りまとめ	

	 	 	 	 	 	 	 機会あるごとに意見交換を行い、今後庭園が望ましい景観を保つための対応策を	

まとめて行く。		

	 	 	 （３）庭園利用の活性化	

	 	 	 	 	 	 	 庭園がより一般に親しまれるために、各園が取り組んでいる活性化策の収集及び	

	 	 	 	 	 	 情報発信を行う。	

	 	 	 （４）会員間の交流の活性化を図る	

	 	 	 	 	 	 	 会員間の情報交換など、交流の活性化を図る。	

	 	 	 （５）会員の拡充を図り、会の活性化を図る。	

	 	 	 	 	 	 		※参考	

会員数（平成３０年度末現在）	 	 		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		合計１３８会員	

	 	 	 	 	 	 	 	 ①正会員（文化財指定庭園管理者等）										 										 	 				１１０会員	 	 	 	 	 	

②賛助会員（本会の目的に賛同する個人及び団体で理事会の承認を得たもの）				２８会員	

	

	 	 	 ４	 次回通常総会（第５８回）開催計画	

	 	 	 	 (1)	開催予定地	 青森県弘前市	

	 	 	 	 (2)	開催予定日	 平成３２年５月頃	 	 	 	 	 	  

議題（４） 



　

会
員
の
皆
様
か
ら
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
寄
せ

ら
れ
た
近
況
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

瑞
楽
園

平
成
三
十
一
年
度
瑞
楽
園
開
園
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

開
園
期
間
：
四
月
二
十
日
〜
十
一
月
二
十
日

開
園
時
間
：
九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

休 

園 

日
：
開
園
期
間
中
は
休
園
日
な
し

旧
池
田
氏
庭
園

近
年
、
庭
園
内
に
あ
る
カ
エ
デ
類
に
つ
い
て
、
枝

先
が
枯
れ
て
衰
弱
し
て
し
ま
う
事
例
が
近
隣
地
域
を

含
め
広
が
っ
て
い
ま
す
。
樹
木
医
の
診
断
に
よ
る
と
、

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
に
よ
る
虫
害
と
の
指
摘
が
あ
り
、

現
在
は
樹
幹
注
入
防
除
を
年
次
計
画
で
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
経
過
を
観
察
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
同
様

の
事
例
に
つ
い
て
の
改
善
・
回
復
事
例
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園

江
戸
時
代
の
寛
政
の
頃
に
本
格
的
に
整
備
さ
れ

た
旧
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
の
お
休
所
で
、
東
北
地
方
の

大
名
庭
園
や
庭
園
文
化
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
文
化

遺
産
で
す
。

平
成
十
九
年
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
二
十
六

年
か
ら
遺
構
や
史
料
を
基
に
修
復
整
備
を
行
い
、
二

十
九
年
十
月
か
ら
秋
田
市
の
新
た
な
名
所
と
し
て
一

般
公
開
し
て
い
ま
す
。

東
北
で
は
無
二
の
庭
園
と
評
さ
れ
、
秋
田
の
四
季

折
々
の
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

玉
川
寺
庭
園

雪
の
害
と
松
の
管
理
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
）

鶴
舞
園
は
昨
年
十
二
月
と
、
今
年
一
月
の
降
雪
に

よ
り
、
庭
園
の
二
本
の
赤
松
に
枝
折
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

一
本
の
枝
折
は
主
屋
（
清
遠
閣
）
茶
室
に
落
下
の

危
険
が
あ
り
、
他
の
枝
折
は
庭
内
の
四
阿
に
落
下
の

可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逸
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

両
者
と
も
建
物
に
重
大
な
被
害
な
く
処
理
す
る
こ
と

が
出
来
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
二
本
の
赤
松
と
も
庭
園
で
は
重
要
な
木

で
、
景
観
に
影
響
が
生
じ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

温
暖
化
の
影
響
か
、
降
雪
が
少
な
く
な
る
一
方

で
、
雪
質
は
湿
っ
て
重
く
な
り
、
枝
折
等
の
被
害
は

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
環
境
の
変
化
が
確
実
に

庭
園
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
今
後
に
不
安
を
覚

え
ま
す
。

　小
石
川
後
楽
園

花
菖
蒲
、
紅
葉
、
梅
の
見
ご
ろ
の
時
期
に
多
く
の

お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
度
に
続

き
、
雅
楽
や
里
神
楽
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
の
公
演
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回
初
め
て
「
能
」
公
演

を
開
催
し
、
園
内
松
原
で
「
羽
衣
」
の
舞
い
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
大
名
庭
園
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
幽
玄
の

お
も
て
な
し
を
提
供
し
ま
し
た
。
水
戸
と
の
連
携
事

業
は
三
年
目
と
な
り
、「
小
石
川
後
楽
園
検
定
」
、「
外

周
散
歩
」
と
い
っ
た
催
し
で
庭
園
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
ま
し
た
。

維
持
管
理
で
は
、
複
数
年
か
け
て
整
備
を
続
け
て

き
た
「
田
園
の
景
」
が
、
藤
棚
の
修
復
、
野
筋
の
松
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会
員
の
皆
様
か
ら
、
平
成
三
十
年
四
月
に
寄
せ

ら
れ
た
近
況
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

   

金
平
成
園
（
澤
成
園
） 

一
般
公
開 

春
季
：
平
成
三
十
年
四
月
二
十
日
か
ら
五
月
六
日
、 

夏
季
：
平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
十

九
日 秋

季
：
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
四

日 

市
民
茶
会
：
平
成
三
十
年
十
月
二
十
八
日 

  

旧
池
田
氏
庭
園 

庭
園
内
に
あ
る
洋
館
が
平
成
二
十
九
年
十
一
月

二
十
八
日
付
け
の
文
部
科
学
省
告
示
（
官
報
告
示
）

で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
期
間
限
定
の
公
開
で
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
雪
消
え
後
の
整
備
が
終
わ
る
五

月
中
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
の
間
、
常
時
公
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

旧
秋
田
藩
主
別
邸
（
如
斯
亭
）
庭
園 

 

修
復
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
陰
様

で
完
成
し
、
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
一
日
に
開
園
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
来
、
通
年
公
開
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

本
間
氏
別
邸
庭
園
（
鶴
舞
園
） 

昨
年
の
庭
園
は
、
風
と
枯
死
に
よ
る
枝
折
が
目
立

っ
た
一
年
で
し
た
。
そ
れ
と
、
高
木
の
剪
定
が
行
え

ず
に
枝
が
張
り
、
低
木
の
育
成
と
景
観
に
も
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
名
勝
指
定
外
の
庭
園
外
周
部
の
樹
木
の

管
理
に
手
が
ま
わ
ら
ず
、
密
生
し
荒
れ
た
状
態
で
あ

る
こ
と
も
悩
み
で
す
。 

  西
山
御
殿
跡
（
西
山
荘
） 

 
 

二
〇
一
八
年
三
月
に
保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
二
〇
一
八
年
一
月
防
災
拠
点
及
び
ガ
イ
ダ

ン
ス
機
能
を
有
し
た
管
理
棟
の
「AN

N
EX

」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

  小
石
川
後
楽
園 

四
季
折
々
に
移
り
変
わ
る
景
観
を
よ
り
一
層
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
趣
向
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
か
つ
て
後
楽
園
で
舞
っ
た
と
い

う
史
実
に
基
づ
い
た
雅
楽
の
公
演
、
秋
の
田
園
風
景

の
中
で
の
里
神
楽
な
ど
、
小
石
川
後
楽
園
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
が
お
客
様
に
好
評
で
し
た
。
二
年
目
と

な
る
水
戸
と
の
連
携
事
業
で
は
、
水
戸
市
以
外
に
も

様
々
な
団
体
と
イ
ベ
ン
ト
協
力
し
、
内
容
も
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

維
持
管
理
で
は
、
在
来
工
法(

二
和
土)

に
よ
る
園

路
の
舗
装
補
修
を
継
続
的
に
行
い
、
庭
園
景
観
に
配

慮
し
な
が
ら
観
賞
者
の
足
元
の
安
全
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
神
田
上
水
跡
の
水
門
の
補
修
を
行
い

ま
し
た
。
庭
園
有
識
者
に
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
田

園
の
ひ
な
び
た
景
観
に
馴
染
む
仕
様
を
検
討
し
補
修

に
よ
り
改
善
を
図
っ
た
こ
と
で
、「
田
園
の
景
」
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  六
義
園 

築
庭
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
し
だ
れ

桜
・
紅
葉
と
大
名
庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
は
、
そ



の
整
理
で
完
了
を
み
ま
し
た
。
ま
た
、
都
内
で
は
小

石
川
後
楽
園
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
蛇
籠
」
を
若
手

職
員
を
対
象
と
し
た
「
技
能
伝
承
研
修
」
の
中
で
作

成
し
ま
し
た
。
江
戸
後
期
の
絵
図
に
倣
っ
て
、
大
き

さ
、
形
を
検
証
し
た
こ
と
で
、
大
堰
川
の
景
が
一
層

引
き
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

六
義
園

築
庭
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
「
し
だ
れ

桜
・
紅
葉
と
大
名
庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
開
催
十
九
回
を
数
え
、
今
回
か
ら
照
明
デ
ザ

イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
石
組
・
地
割
、
植
栽
、

添
景
物
、
水
と
い
っ
た
庭
園
の
要
素
が
引
き
立
つ
よ

う
照
明
を
演
出
。
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
幽

玄
で
幻
想
的
な
庭
園
を
、
国
内
外
の
お
客
様
に
お
楽

し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
園
内
景
観
の
向
上
を
図
る
取
組
を
継
続
的

に
実
施
し
、
史
資
料
に
あ
る
往
時
の
景
観
を
追
及
し

て
き
た
「
吹
上
濱
」
と
連
続
す
る
「
時
雨
岡
」
の
法

面
の
張
芝
保
全
と
千
鳥
橋
へ
と
続
く
園
路
の
補
修
を

行
い
ま
し
た
。
樹
木
の
衰
退
に
よ
り
裸
地
化
し
た
法

面
の
張
芝
保
全
に
よ
り
、
当
園
の
特
徴
で
あ
る
柔
ら

か
な
築
山
形
状
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
対
岸
か
ら

は
吹
上
濱
か
ら
連
続
し
景
観
が
向
上
し
ま
し
た
。

旧
浜
離
宮
庭
園

貴
重
な
遺
構
で
あ
る
鴨
場
（
将
軍
が
鷹
な
ど
を
使

用
し
て
水
鳥
な
ど
を
捕
え
る
場
所
）
の
内
、
庚
申
堂

鴨
場
に
つ
い
て
、
鷹
の
御
茶
屋
の
復
元
に
合
わ
せ
、

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
場
所
を
変
え
な
が
ら
計
画
的

に
小
覗
と
そ
れ
に
付
帯
す
る
小
土
手
の
改
修
を
行

い
、
補
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
内
庁
新
浜
鴨
揚
に
ご
協
力
を
賜
り
、
叉

手
網
（
離
宮
時
代
、
水
鳥
を
捕
え
る
た
め
に
使
用
し

た
網
）
の
製
作
過
程
を
ご
教
授
い
た
だ
き
、
更
新
を

図
り
ま
し
た
。

昨
年
は
東
京
一
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、
東
京
都
や
指
定
管
理
者
で
あ
る
東
京
都
公
園
協

会
に
よ
る
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
み
な
ら
ず
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
変
遷
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
、
講
演
会
、
展
示
な

ど
を
通
じ
て
発
信
し
、
来
園
者
と
と
も
に
東
京
一
五

〇
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旧
芝
離
宮
庭
園

江
戸
時
代
初
期
に
作
ら
れ
た
旧
芝
離
宮
恩
賜
庭

園
で
は
、
平
成
三
十
年
度
は
和
楽
器
や
二
胡
に
よ
る

季
節
ご
と
の
演
奏
会
の
開
催
、
周
辺
企
業
と
連
携
し

て
の
初
夏
と
秋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
催
し

を
通
し
て
文
化
財
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
往
時
の
景
観
に
近
づ
け
る
べ

く
、
芝
生
地
の
切
り
下
げ
、
護
岸
の
補
修
、
園
路
の

二
和
土
舗
装
、
都
市
公
園
型
ベ
ン
チ
の
撤
去
と
縁
台

の
設
置
、
外
周
部
の
遮
蔽
機
能
を
高
め
る
た
め
の
補

植
な
ど
を
実
施
し
、
池
を
囲
む
広
が
り
あ
る
景
観
の

向
上
に
努
め
ま
し
た
。
当
園
は
周
辺
開
発
に
よ
っ
て
、

庭
園
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
庭
園
景
観
を
重
視
し
た
維
持
管

理
を
行
い
、
文
化
財
庭
園
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
お

客
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
普
及
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

向
島
百
花
園

平
成
三
十
年
度
も
、
初
代
園
主
が
記
し
た
資
料
を

も
と
に
ウ
メ
の
補
植
を
実
施
。
合
計
七
十
四
本
と
な

り
、
園
内
に
華
や
か
な
彩
を
加
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

接
ぎ
木
に
よ
る
ウ
メ
の
古
典
品
種
確
保
で
の
景
観
向

上
を
図
る
取
り
組
み
も
四
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
一

部
の
個
体
は
開
花
も
確
認
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い

ま
す
。

昨
年
度
は
御
成
座
敷
の
改
修
工
事
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
の
景
観
を
維
持
し
つ
つ
も
室
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
向
け
た
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
向
島
百
花

園
で
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
や
年
間
の
草
花
手
入
れ

を
継
続
し
て
お
り
、
徐
々
に
「
新
梅
屋
敷
」
と
呼
ば
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れ
て
い
た
往
時
の
景
観
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

旧
古
河
氏
庭
園

旧
古
河
氏
庭
園
は
、
大
正
期
の
邸
宅
庭
園
で
あ

り
、
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
設
計
の
洋
館
と
洋
風

庭
園
、
七
代
目
小
川
治
兵
衛
作
庭
の
日
本
庭
園
で
知

ら
れ
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

築
庭
一
〇
〇
年
を
迎
え
、
北
区
役
所
・
周
辺
施
設
・

民
間
団
体
と
共
に
一
〇
〇
年
記
念
事
業
を
四
月
か
ら

翌
三
月
ま
で
の
一
年
間
を
通
じ
て
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
周
辺
施
設
が
旧
古
河
庭
園
一
〇
〇
年
を
記
念
し

た
パ
ネ
ル
展
、
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
独
自
に
開

催
し
た
ほ
か
、
連
携
ツ
ア
ー
の
実
施
、
連
携
シ
ー
ト

の
発
行
、
広
報
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旧
古
河
庭
園
で
は
、
春
と
秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
錦
秋
染
ま
る
旧
古
河
庭
園
等
、
す
べ
て
の
イ
ベ

ン
ト
を
一
〇
〇
年
記
念
事
業
に
位
置
づ
け
、
内
容
を

充
実
さ
せ
て
展
開
し
ま
し
た
。
維
持
管
理
で
は
、
バ

ラ
園
の
生
垣
更
新
、
枯
滝
と
州
浜
の
ぐ
り
返
し
も
含

め
た
修
景
を
行
い
、
兜
門
の
修
復
、
園
路
の
改
修
、

支
障
木
の
伐
採
、
植
栽
の
補
植
等
を
実
施
し
庭
園
景

観
の
向
上
に
注
力
し
ま
し
た
。

殿
ヶ
谷
戸
庭
園
（
随
冝
園
）

三
菱
創
業
者
岩
崎
家
ゆ
か
り
の
殿
ヶ
谷
戸
庭
園

は
、
主
屋
前
に
広
大
な
芝
生
地
の
洋
風
庭
園
、
東
側

に
は
湧
水
か
ら
な
る
池
を
中
心
と
し
た
和
風
庭
園
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
国
分
寺
崖
線
の
眺
望

を
阻
害
し
て
い
る
株
物
を
花
木
園
等
に
移
植
し
、
景

観
に
そ
ぐ
わ
な
い
老
朽
化
し
た
ベ
ン
チ
の
撤
去
や
芝

生
地
の
復
旧
を
行
い
、
奥
行
き
の
あ
る
明
る
い
芝
生

地
の
景
観
維
持
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
園
内

の
案
内
看
板
を
更
新
し
、
正
門
か
ら
売
札
所
ま
で
の

ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
の
モ
ッ
コ
ク
の
剪
定
を
行
い
ま
し

た
。
崖
線
の
ラ
イ
ン
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
起
伏
あ

る
庭
園
景
観
を
鑑
賞
し
や
す
く
す
る
な
ど
、
武
蔵
野

な
ら
で
は
の
別
荘
景
観
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
池

周
辺
の
下
草
刈
り
や
落
葉
清
掃
等
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
池
周
辺
の
景
観
と
水
質
の
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

瑞
泉
寺
庭
園

山
頂
の

界
一
覧
亭
に
至
る
園
路
整
備
（
樹
木
の

整
姿
）
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

円
覚
寺
庭
園

鎌
倉
円
覚
寺
名
勝
白
鷺
池
庭
園

皆
様
の
御
支
援
御
教
示
の
も
と
卑
山
庭
園
整
備

事
業
は
来
年
度
最
終
の
段
階
を
迎
え
ま
す
。
整
備
が

進
む
に
つ
れ
観
光
の
方
々
の
数
も
増
え
あ
り
が
た
い

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
私
共
も
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
宜
し
き

お
引
き
回
し
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
渓
園

戦
後
の
復
旧
工
事
（
昭
和
二
十
八
〜
三
十
三
年
）

か
ら
六
十
年
を
経
過
し
、
重
要
文
化
財
建
造
物
の
大

規
模
な
修
繕
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

七
年
度
に
は
、
茶
室
春
草
廬
の
保
存
修
理
を
終
え
、

平
成
三
十
年
十
二
月
か
ら
は
、
重
要
文
化
財
建
造
物

の
代
表
格
で
あ
る
臨
春
閣
の
保
存
修
理
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。
工
期
は
二
年
余
り
で
、
令
和
二
年
五
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
庭
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
に
発
足
し
た
名
勝
三
渓
園
整
備
委

員
会
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
明
治
三
十
九
年
の
開
園
か
ら
一
〇
〇
年
余

を
経
て
創
設
者
・
原
三
渓
が
造
り
上
げ
た
こ
ろ
の
景

観
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、

綿
密
な
調
査
を
踏
ま
え
て
可
能
な
限
り
当
初
の
姿
に

復
元
す
る
こ
と
を
整
備
の
基
本
に
お
い
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
は
、
建
造
物
の
保
存
環
境
や
景
観
を

整
え
る
た
め
、
旧
矢
箆
原
家
住
宅
西
側
お
よ
び
白
雲
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邸
北
側
山
林
部
の
樹
木
整
備
を
行
い
、
大
池
で
は
浚

渫
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

一
昨
年
度
（
平
成
二
十
九
年
七
月
に
）
、
入
園
料

を
改
定
し
た
影
響
な
ど
も
あ
り
、
入
園
者
数
は
昨
年

度
を
大
き
く
下
回
る
四
十
万
人
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

が
、
外
国
人
の
入
園
者
数
は
、
増
え
続
け
、
過
去
最

高
と
な
る
四
・
八
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

成
巽
閣
庭
園

こ
の
冬
は
殆
ど
雪
が
無
く
、
昨
年
と
は
大
違
い
で

し
た
。
雪
害
は
無
く
て
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
苔
類

が
劣
化
し
て
い
ま
す
。
数
年
を
か
け
て
補
植
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

那
谷
寺
庫
裡
庭
園

今
冬
は
少
雪
の
為
、
雪
害
等
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

城
福
寺
庭
園

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日
の
台
風
で
庭
園
内

の
杉
の
幹
が
折
れ
ま
し
た
。
茶
室
の
萱
葺
屋
根
も
経

年
劣
化
に
加
え
損
傷
も
あ
る
た
め
、
国
等
の
補
助
事

業
と
し
て
平
成
三
十
一
年
度
に
葺
き
替
え
予
定
で
す
。

諸
戸
氏
庭
園

二
〇
〇
八
年
度
よ
り
修
理
工
事
を
始
め
、
二
〇
二

四
年
度
完
了
に
向
け
、
庭
園
も
整
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
庭
園
を
維
持
す
る
た
め
に
は
日
常
的
な

手
入
れ
が
必
要
で
あ
り
、
数
年
分
を
ま
と
め
て
行
う

と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
修

理
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
方
法
を
し
っ
か
り
と

作
っ
て
お
く
こ
と
が
、
次
世
代
に
庭
園
を
託
す
た
め

に
今
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

兵
主
神
社
庭
園

一
昨
年
末
の
さ
ぎ
被
害
の
為
、
今
年
度
よ
り
鷹
に

よ
る
放
鳥
駆
除
を
と
り
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

兵
主
蕪
の
育
種
事
業
と
ほ
た
る
の
放
流
事
業
も

継
続
中
で
す
。

玄
宮
楽
々
園

平
成
三
十
年
度
は
、
玄
宮
園
池
護
岸
の
北
岸
（
第

四
工
区
）
の
保
存
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
昭

和
の
修
理
で
乱
杭
護
岸
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
発

掘
調
査
成
果
に
基
づ
き
石
組
護
岸
と
し
て
整
備
し
ま

し
た
の
で
遺
構
の
保
護
は
も
と
よ
り
景
観
上
も
向
上

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

中
行
事
と
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
復
元
整
備

し
ま
し
た
水
田
部
分
に
お
い
て
一
般
参
加
に
よ
る
田

植
え
を
し
、
出
来
た
も
ち
米
で
鏡
餅
を
つ
く
り
楽
々

園
の
書
院
上
段
の
間
と
、
天
守
に
飾
り
ま
し
た
。

妙
心
寺
庭
園

平
成
三
十
年
九
月
四
日
台
風
二
一
号
に
よ
る
倒

木
（
赤
黒
松
）
が
八
本
、
被
害
総
額
四
五
二
，
四
六

六
円
と
な
り
ま
し
た
。

玉
鳳
院
庭
園

平
成
三
十
年
九
月
四
日
、
台
風
二
一
号
に
よ
り
史

跡
名
勝
玉
鳳
院
庭
園
西
土
塀
が
傾
斜
し
ま
し
た
。
又
、

同
通
用
門
の
銅
板
屋
根
が
一
部
崩
壊
し
ま
し
た
。
双

方
、
修
復
済
み
で
す
。
（
被
害
総
額　

二
，
二
六
八
，

〇
〇
〇
円
）

旧
大
乗
院
庭
園

旧
大
乗
院
庭
園
は
、
室
町
時
代
に
徳
政
一
揆
で
焼

亡
し
た
大
乗
院
を
門
跡
尋
尊
が
復
興
し
た
と
き
に
、

将
軍
足
利
義
政
の
同
朋
と
い
わ
れ
る
善
阿
弥
を
呼
ん

で
改
造
さ
せ
た
も
の
で
す
。
一
九
七
三
年
に
文
化
庁

か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
）
が
管
理
団
体
に
指
定
さ
れ
、
荒
廃
し
て
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い
た
庭
園
の
発
掘
調
査
や
修
復
整
備
を
積
み
重
ね
平

城
遷
都
一
三
〇
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
一
〇
年
か
ら
一

般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
か
年
計
画
国
庫
補
助
事

業
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い

た
指
定
地
北
東
の
高
台
や
中
島
等
か
ら
安
全
に
鑑
賞

し
て
も
ら
う
た
め
の
園
路
整
備
、
樹
木
の
修
復
剪
定
・

移
植
、
土
砂
流
出
に
よ
り
汀
が
後
退
し
た
東
大
池
西

側
護
岸
の
復
旧
、
水
質
維
持
の
た
め
の
ポ
ン
プ
設
備

の
更
新
、
大
乗
院
に
縁
の
あ
る
興
福
寺
貫
首
の
揮
毫

を
受
け
名
勝
標
識
を
新
た
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
老
朽
化
が
す
す
ん
だ
中
島
反
橋
を
二
十
五
年

ぶ
り
に
架
け
替
え
も
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
整
備
に

よ
り
庭
園
全
体
を
回
遊
し
な
が
ら
快
適
に
観
賞
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
庭
園
の
価
値
と
魅
力
が
一
層
高
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奈
良
に
お
越
し
の
際
は
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

田
淵
氏
庭
園

毎
年
十
一
月
の
第
三
土
日
に
限
り
、
庭
園
を
公
開

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
二
日
間
で
一
八
〇
名
の
方

に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
同
じ
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
。

安
養
院
庭
園

昨
年
台
風
二
一
号
に
よ
り
樹
木
倒
れ
、
建
物
草
葺

平
屋
の
棟
倒
破
損
し
ま
し
た
。

観
音
院
庭
園

平
成
三
十
年
七
月
七
日
の
豪
雨
に
よ
る
と
推
定

さ
れ
る
亀
裂
が
、
築
山
中
央
部
下
半
の
低
木
生
え
際

に
お
い
て
生
じ
て
い
ま
す
。
き
損
届
を
提
出
し
、
災

害
復
旧
事
業
と
し
て
調
査
・
測
量
・
設
計
を
行
い
、

二
〇
二
〇
年
度
に
災
害
復
旧
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

財
間
氏
庭
園

昨
年
の
猛
暑
の
影
響
で
ス
ギ
ゴ
ケ
に
少
々
被
害

が
出
て
い
ま
す
が
、
大
過
な
く
維
持
し
て
い
ま
す
。

岡
山
後
楽
園

当
園
で
は
、
現
在
、
老
朽
化
し
た
水
道
や
電
気
設

備
、
ト
イ
レ
の
改
修
等
を
計
画
的
に
行
っ
て
お
り
、

お
客
様
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
七
月
か
ら
外
国
語
対
応
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
、
行
事
の
広
報
や
案
内
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
本
年
二
月
に
は
、
後
楽
園
築
庭
の
歴
史
を
説

明
し
た
日
本
語
と
英
語
に
よ
る
案
内
看
板
を
園
内
の

入
口
付
近
に
設
置
し
、
お
客
様
か
ら
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、

岡
山
後
楽
園
の
一
層
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

藤
江
氏
魚
楽
園

昨
年
の
七
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
文
化
庁
、
県
、
町
の
ご
支
援

に
よ
り
工
事
が
今
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
六
月
に
は
、
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り

そ
う
で
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

妙
国
寺
庭
園

経
年
劣
化
に
よ
り
荒
廃
し
て
お
り
、
現
在
、
日
向

市
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
調
査
、
修
復
さ
れ
て
い
ま

す
。

仙
巌
園
（
附
）
花
倉
御
仮
屋
庭
園

二
〇
一
八
年
は
明
治
維
新
一
五
〇
周
年
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
効
果
で
、
入
園
者

数
が
前
年
の
五
割
増
と
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
園

内
の
商
業
施
設
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
効
果
も
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現
わ
れ
、
世
界
最
大
の
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
で
は
、
桜
島
を
抜
い
て
鹿
児
島

市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
第
一
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
庭
園
の
維
持
管
理
に
携
わ
る
技
術
職
社
員

が
庭
園
の
本
質
的
価
値
を
理
解
す
る
た
め
の
、
外
部

専
門
家
を
招
い
た
勉
強
会
や
技
術
講
習
も
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
、
庭
園
空
間
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

識
名
園

平
成
三
十
一
年
三
月
に
識
名
園
の
御
殿
に
お
い

て
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
「
芭
蕉
布
」
保
持
者
で

あ
る
平
良
敏
子
さ
ん
の
白
寿
記
念
作
品
展
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
期
中
は
お
日
柄
に
も
恵
ま
れ
、
陽
気
の
な
か
繊

細
な
織
物
が
風
に
な
び
く
様
子
は
、
美
術
館
の
展
示

と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

江
馬
氏
館
跡
庭
園

今
度
新
規
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
当
庭
園
は
発
掘
調
査
の
成
果

に
よ
っ
て
中
世
の
建
物
や
庭
園
を
復
元
し
た
発
掘
庭

園
で
す
。
「
室
町
時
代
の
庭
園
風
景
や
当
時
の
武
士

の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
方
針
に

保
存
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
例
年
四
月
〜
十
一
月
に
開
館
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
訪
く
だ
さ
い
。

植
彌
加
藤
造
園
㈱

名
勝
無
鄰
菴
で
は
、
「
庭
に
つ
ど
い
、
庭
を
は
ぐ

く
む
」
を
テ
ー
マ
に
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
運
営
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
メ
ン
バ
ー
ズ
制
度
、
フ
ェ
ロ
ー
ズ
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
制
度
を
充
実
さ
せ
、
無
鄰
菴
の
固
有
の
価

値
に
深
い
関
心
を
抱
く
利
用
者
、
一
般
市
民
の
方
々

へ
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー
ズ
は
、
約
一
五

〇
〇
名
、
フ
ェ
ロ
ー
ズ
は
二
〇
名
の
登
録
が
あ
り
、

制
度
開
始
か
ら
約
二
年
で
、
入
場
者
数
は
、
平
成
二

十
七
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約
一
・
五
倍
に
増
え
ま

た
リ
ピ
ー
タ
ー
は
五
％
以
上
増
え
ま
し
た
。
平
成
三

十
一
年
度
は
、
月
に
一
回
二
十
八
日
（
ニ
ワ
の
日
）

を
も
う
け
、
三
十
五
才
以
下
の
入
場
を
無
料
と
し
、

若
年
層
の
文
化
財
庭
園
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
組
を

新
た
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
実
施
し
た
施

策
と
そ
の
効
果
を
き
ち
ん
と
検
証
し
、
よ
り
意
味
の

あ
る
公
開
を
安
全
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
所
存
で

す
。

大
通
寺
庭
園

高
梁
川
百
景
の
一
つ
と
し
て
庭
園
が
採
用
さ
れ
、

平
成
三
十
一
年
四
月
六
日
に
山
陽
新
聞
へ
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

［
掲
載
内
容
］

①�

庭
園
の
内
容

②�

専
門
家
の
斉
藤
忠
一
先
生
の
言
葉

③�
 「

禅
の
心
」
に
ふ
れ
る
等
庭
園
解
読
を
語
り

ま
し
た
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文
庭
協
紀
行
・
津
和
野
編
　

　
賛
助
会
員�

髙
橋
　
裕
一

今
回
も
第
56
回
文
庭
協
総
会
に
参
加
し
た
。
会
場

の
島
根
県
津
和
野
町
に
は
羽
田
か
ら
飛
行
機
で
萩
・

石
見
空
港
経
由
、
送
迎
バ
ス
で
会
場
の
太
皷
谷
稲
成

神
社
社
へ
直
行
し
た
。
津
和
野
の
街
を
見
下
ろ
す
下

り
坂
の
カ
ー
ブ
が
津
和
野
町
の
入
口
だ
っ
た
。
街
に

入
り
、
見
上
げ
る
対
岸
の
山
の
は
る
か
上
の
方
に
神

社
は
あ
っ
た
。
バ
ス
で
急
坂
を
上
り
、
到
着
す
る
と

美
し
い
朱
塗
り
の
社
が
現
れ
た
。
見
晴
ら
し
は
絶
景

で
、
高
津
川
の
雄
大
な
流
れ
と
、
山
々
に
囲
ま
れ
た

落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の
津
和
野
の
街
が
眼
下
に

見
下
ろ
せ
た
。
向
か
い
側
の
山
が
青
野
山
、
こ
ち
ら

の
山
が
城
山
と
の
こ
と
。
太
皷
谷
稲
成
神
社
は
安
永

2
年
（
1
7
7
3
）
第
7
代
津
和
野
藩
主
亀
井
矩
貞

公
の
創
建
。

総
会
は
広
大
な
儀
式

殿
を
会
場
と
し
、
出
席

者
が
埋
め
尽
く
す
活
況

を
呈
し
た
。
細
川
卓
巳

東
京
都
建
設
局
公
園
計

画
担
当
部
長
、
亀
山
章

会
長
の
挨
拶
と
会
長
か

ら
は
文
化
庁
宛
て
要
望

書
提
出
の
説
明
が
あ
り
、

文
化
庁
の
平
澤 

毅
主
任

文
化
財
調
査
官
か
ら
は
『
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の

推
進
』
に
関
し
て
平
成
30
年
6
月
1
日
可
決
・
成
立

し
、
31
年
4
月
1
日
施
行
と
な
る
旨
の
お
話
が
あ
っ

た
。
下
森
博
之
津
和
野
町
長
か
ら
は
津
和
野
の
見
ど

こ
ろ
や
取
り
組
み
な
ど
の
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
ま
で
の
合
間
に
は
同
神
社
の

宝
物
館
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
懇
親
会
で
は

地
元
の
名
物
や
地
酒
が
振
る
舞
わ
れ
大
い
に
堪
能
し

た
。
ま
た
、
懇
親
会
に
は
島
根
県
を
代
表
す
る
民
俗

芸
能
「
石
見
神
楽
」
の
主
演
目
「
八
岐
大
蛇
」
が
上

演
さ
れ
、
ス
サ
ノ
ノ
ミ
コ
ト
が
酒
に
酔
わ
せ
て
大
蛇

を
退
治
す
る
、
迫
力
あ
る
演
舞
に
、
特
に
若
手
参
加

者
な
ど
は
目
と
耳
を
奪
わ
れ
て
い
た
。

我
々
が
宿
泊
し
た
「
よ
し
の
や
」
は
部
屋
も
廊
下

も
す
べ
て
畳
敷

き
で
館
内
の
そ

こ
こ
こ
に
和
の

飾
り
付
け
が
な

さ
れ
旅
心
を
か

き
た
て
て
く
れ

た
。
館
内
で
は

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の

面
々
が
島
根
県

の
主
要
な
観
光

ポ
イ
ン
ト
を
力

強
く
紹
介
す
る

ビ
デ
オ
が
常
時
放
映
さ
れ
、
6
月
28
日
の
夜
は
月
が

煌
々
と
照
ら
す
中
、
宿
の
周
辺
を
散
策
し
た
。
本
町

通
り
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

- 80 -

会　報　第　５５　号



保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
白
壁
の
落
ち
着
い

た
た
た
ず
ま
い
に
心
が
癒
さ
れ
た
。
翌
29
日
の
朝
は

早
朝
、
ま
だ
薄
暗
い
う
ち
に
起
き
て
み
る
と
、
視
線

の
向
こ
う
に
優
し
く
穏
や
か
な
山
並
み
が
見
え
、
眼

下
の
家
並
み
は
美
し
い
赤
茶
色
の
石
州
瓦
の
屋
根
が

寄
り
そ
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
し
か
し
、
天
候
は

生
憎
、
本
振
り
の
雨
と
な
り
雷
ま
で
鳴
り
だ
し
、
こ

の
日
の
見
学
が
気
が
か
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
夜

は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
で
日
本
が
敗
れ

な
が
ら
も
劇
的
に
勝
ち
進
ん
だ
奇
跡
を
朝
の
Ｔ
Ｖ
で

知
っ
た
。

見
学
の
バ
ス
は
予
定
通
り
8
時
45
分
に
宿
を
出

発
。
我
々
は
最
初
に
国
指
定
史
跡
「
津
和
野
藩
主 

亀
井
家
墓
所 

附 

亀
井
茲
矩
墓
」
の
指
定
地
に
含
ま

れ
る
「
永
明
寺
庭
園
」
を
見
学
し
た
。
津
和
野
藩
主 

亀
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
永
明
寺
に
は
①
前
庭
、

②
主
庭
、
③
中
の
庭
、
④
茶
席
東
側
の
池
庭
な
ど
が

あ
っ
た
。
主
庭
は
書
院
の
座
敷
か
ら
鑑
賞
し
た
。
正

面
の
中
島
に
架
か
る
木
橋
が
印
象
的
だ
っ
た
。
本
堂

や
寺
宝
館
も
併
せ
て
見
学
し
た
。
境
内
の
墓
地
に
は

当
地
出
身
の
森
歐
外
の
墓
所
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
鐘

楼
が
境
内
の
風
景
に
見
事
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
て

い
た
。

二
番
目
は
国
指
定
名
勝
「
旧
堀
氏
庭
園
」
。
こ
こ

で
は
、
①
主
屋
と
主
庭
、
②
客
殿
「
楽
山
荘
」
と
庭

園
、
③
和
楽
園
の
三
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
庭
園
を

見
学
。
堀
氏
は
近
世
初
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
銅

山
師
で
9
代
藤
十
郎
伴
義
の
時
に
今
日
伝
わ
る
主
要
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建
築
群
を
建
造
し
、
15
代
藤
十
郎
礼
造
は
経
営
拡
張

及
び
労
働
者
等
の
た
め
の
病
院
建
設
を
行
う
と
と
も

に
、「
楽
山
」
と
号
し
、
主
屋
隣
地
に
数
寄
屋
建
築
「
楽

山
荘
」
を
設
け
、
そ
の
客
殿
か
ら
眺
め
る
庭
園
を
設

け
た
。
客
殿
の
一
階
と
二
階
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

角
度
で
の
鑑
賞
に
お
も
て
な
し
の
心
が
窺
え
た
。
ま

た
、
室
内
に
伊
藤
博
文
揮
毫
の
扁
額
と
掛
軸
が
あ

り
、
金
融
業
の
果
実
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
旧
堀
氏
庭
園
を
守
り
活
か
す
会
」

の
二
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の

概
要
説
明
と
、
園
内
を
廻
り
な
が
ら
の
解
説
が
あ
っ

た
。三

番
目
は
国
登
録
記
念
物
（
名
勝
地
関
係
）
「
亀

井
氏
庭
園
」
。
実
業
家
吉
田
三
輔
が
明
治
33
年
に
建

造
し
た
邸
宅
を
後
に
大
正
9
年
、
旧
津
和
野
藩
主
亀

井
家
が
購
入
し
津
和
野
来
訪
時
の
居
所
と
し
た
邸
宅

及
び
庭
園
。
併
せ
て
資
料
館
「
亀
井
温
故
館
」
の
見

学
を
行
っ
た
。

明
治
9
年
か
ら
29
年
ま
で
亀
井
家
当
主
を
務
め

た
亀
井
茲
明
（
1
8
6
1
～
9
6
）
と
彼
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
染
織
・
デ
ザ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
一

例
。（
亀
井
温
故
館
蔵
）
。
庭
園
は
池
泉
回
遊
式
で
〝
鶴

形
〟
と
言
わ
れ
る
園
地
と
中
央
の
「
亀
島
」
で
構
成

さ
れ
周
囲
の
風
景
と
も
よ
く
調
和
し
た
素
晴
ら
し
い

庭
園
だ
っ
た
。
ま
た
、

瀟
洒
な
東
屋
の
あ
る
小

高
い
丘
か
ら
は
遠
く
に

津
和
野
城
跡
の
石
垣
が

望
め
た
。
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最
後
に
昼
食
会
場
と
な
っ
た
殿
町
通
り
に
面
し

た
「
沙
羅
の
木
」
に
併
設
さ
れ
た
津
和
野
藩
家
老
屋

敷
跡
「
松
韻
邸
庭
園
」
を
見
学
し
た
。
庭
園
に
は
「
松

韻
邸
」
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
「
ア
カ
マ
ツ
」
が

あ
っ
た
が
、
15
年
ほ
ど
前
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
た
め

枯
れ
て
伐
採
さ
れ
、
そ
の
切
り
株
が
残
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
池
に
は
魚
を
狙
う
サ
ギ
の
飛
来
防
止
対
策
と

し
て
、
糸
張
り
が
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
店
名
の

由
来
と
な
っ
た
可
憐
な
「
沙
羅
」
の
花
が
ひ
っ
そ
り

と
咲
い
て
い
た
。

飛
帰
り
の
飛
行
機
の
時
間
が
夕
刻
の
た
め
、
バ
ス

の
発
車
も
16
時
と
3
時
間
以
上
の
余
裕
が
あ
り
、
殿

町
通
り
を
散
策
し
、
鯉
が
泳
ぐ
水
路
を
見
つ
け
、
ま

た
、
町
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
同
行
中
の
田
中
進
氏
と

「
安
野
光
雅
美
術
館
」
「
桑
原
史
成
写
真
美
術
館
」
を

見
学
し
た
。
前
者
で
は
、
津
和
野
町
出
身
の
安
野
光

雅
氏
が
故
郷
の
風
景
を
描
い
た
作
品
の
う
ち
、
青
野

山
な
ど
の
山
並
み
を
背
景
に
淡
く
描
き
、
高
津
川
に

架
か
る
鉄
橋
を
Ｓ
Ｌ
が
渡
る
「
雲
の
歌 

風
の
曲
」

と
い
う
同
氏
作
詩
の
曲
に
添
え
た
作
品
に
強
く
惹
か

れ
、
こ
の
絵
が
掲
載
さ
れ
た
「
安
野
光
雅
の
本
」
を

買
い
求
め
た
。

ま
た
、
地
酒
の
「
初
陣
」
で
有
名
な
本
町
通
り
の

古
橋
酒
造
で
は
見
事
な
龍
の
彫
刻
作
品
を
拝
見
で
き

た
。こ

の
日
、
お
昼
前
頃
か
ら
は
雨
も
上
が
り
快
晴
と

な
り
、
津
和
野
の
街
を
大
い
に
堪
能
で
き
た
。

過
去
に
総
会
開
催
地
と
な
っ
た
庭
園
関
係
者
の

皆
様
も
多
く
結
集
し
た
今
総
会
も
、
多
く
の
思
い
出

を
心
に
刻
み
津
和
野
の
地
を
後
に
し
た
。

追
記　

総
会
終
了
後
の
翌
週
、
中
国
・
四
国
・
九

州
・
近
畿
地
方
な
ど
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
雨
に
よ

る
大
災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
御
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
、
庭

園
関
係
者
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
日
常
生
活
へ
の
復

旧
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会
会
則

　

第
一
章　
　

総　

則

　
　

（
名
称
）

第 

一
条　

本
会
は
、
文
化
財
指
定
庭
園
保
護
協
議
会

と
い
う
。

　
　

（
目
的
）

第 

二
条　

本
会
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
文
化

財
に
指
定
又
は
登
録
さ
れ
た
庭
園
若
し
く
は
公
園

（
以
下
「
指
定
庭
園
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
若
し

く
は
管
理
者
並
び
に
そ
れ
ら
が
所
在
す
る
地
方
公

共
団
体
の
教
育
委
員
会
（
以
下
「
管
理
者
等
」
と

い
う
。
）
相
互
間
の
密
接
な
連
絡
を
保
ち
指
定
庭

園
の
普
及
宣
揚
及
び
保
存
管
理
に
万
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
　

（
事
業
）

第 

三
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一 　

指
定
庭
園
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見

の
発
表
を
行
い
又
は
関
係
行
政
機
関
に
建
議
す
る

こ
と
。

二 　

指
定
庭
園
の
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に

こ
れ
ら
に
関
す
る
指
導
及
び
援
助
を
行
う
こ
と
。

三 　

管
理
者
等
相
互
の
連
絡
、
情
報
及
び
出
版
物
の

交
換
を
行
う
こ
と
。

四 　

研
究
会
、
協
議
会
、
講
演
等
の
集
会
を
行
う
こ

と
。

五 　

展
覧
会
の
開
催
及
び
こ
れ
に
対
す
る
援
助
を
行

う
こ
と
。

六 　

会
報
、
そ
の
他
の
印
刷
物
を
刊
行
す
る
こ
と
。

七 　

そ
の
他
、
適
当
と
認
め
た
事
業

２ 　

公
開
講
演
等
に
は
会
員
以
外
の
も
の
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

（
事
務
所
）

第 

四
条　

本
会
は
、
事
務
局
を
東
京
都
庁
に
お
く
。

た
だ
し
本
会
支
部
は
、
理
事
会
ま
た
は
総
会
の
決

議
を
得
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
章　
　

会　

員

　
　

（
会
員
の
種
類
）

第 
五
条　

本
会
の
会
員
は
次
の
二
種
と
す
る
。

一　

正
会
員　

管
理
者
等

二  　

賛
助
会
員　

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
及

び
団
体
で
理
事
会
の
承
認
を
得
た
も
の
。

　
　

（
会
費
）

第 

六
条　

会
員
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
会

費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

２ 　

既
納
の
会
費
は
、
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

こ
れ
を
返
納
し
な
い
。

　
　

（
入
会
申
込
）

第 

七
条　

入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
入
会
申
込
書

に
会
費
を
添
え
て
申
し
込
む
も
の
と
す
る
。

　
　

（
資
格
の
消
滅
）

第 

八
条　

会
員
の
資
格
は
、
次
の
事
由
に
よ
っ
て
消

滅
す
る
。

一　

退
会
の
届
出

二　

総
会
に
お
け
る
除
名
の
決
議

　

第
三
章　
　

役
員
、
職
員
及
び
顧
問

　
　

（
役
員
の
種
類
）

第 

九
条�

本
会
に
、
次
の
役
員
を
お
く
。

　

会　
　

長　
　

一　

名

　

副 

会 

長　
　

一　

名

　

常
任
理
事　
　

若
干
名

　

理　
　

事　
　

若
干
名

　

監　
　

事　
　

二　

名

　
　

（
役
員
の
選
出
）

第 

十
条　

会
長
、
副
会
長
は
、
総
会
に
お
い
て
推
挙

す
る
。

２ 　

常
任
理
事
は
理
事
の
中
か
ら
理
事
会
に
お
い
て

選
任
す
る
。

３ 　

理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
に
お
い
て
会
員
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

（
役
員
の
任
務
）

第 

十
一
条　

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総

理
す
る
。

２ 　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ

る
時
は
会
長
の
職
を
代
行
す
る
。
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３ 　

常
任
理
事
は
理
事
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
常

任
事
務
を
処
理
す
る
。

４　

理
事
は
、
本
会
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

５　

監
事
は
会
務
を
監
査
す
る
。

　
　

（
役
員
の
任
期
）

第 

十
二
条　

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
再
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

補
欠
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
役
員
の
任
期
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

３ 　

役
員
は
任
期
終
了
後
で
も
後
任
者
が
決
ま
る
ま

で
は
引
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

（
職
員
）

第 

十
三
条　

本
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
必
要
な

職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

職
員
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

　
　

（
名
誉
会
長
及
び
顧
問
）

第 

十
四
条　

名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
長
の
諮
問

に
応
じ
又
は
、
会
長
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
四
章　
　

会　

議

　
　

（
総
会
の
招
集
）

第 

十
五
条　

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
会

長
が
招
集
す
る
。

２　

通
常
総
会
は
毎
年
一
回
開
く
。

３ 　

次
の
場
合
は
臨
時
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一　

理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
。

二 　

会
員
総
数
の
三
分
の
一
以
上
の
者
が
議
題
と
理

由
を
示
し
て
要
求
し
た
と
き
。

４ 　

総
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
少
な
く

と
も
会
期
の
二
週
間
前
に
議
題
を
示
し
て
、
書
面

で
会
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

（
総
会
提
出
事
項
）

第 

十
六
条　

通
常
総
会
に
は
、
次
の
事
項
を
提
出
し

て
承
認
及
び
決
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

会
務
報
告

二　

前
年
度
収
支
決
算
報
告

三　

新
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

四　

規
約
の
変
更

　
　

（
総
会
の
議
長
）

第 

十
七
条　

総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
こ
れ
に
当
る
。

　
　

（
総
会
の
定
数
及
び
議
決
）

第 

十
八
条　

総
会
は
、
会
員
総
数
の
二
分
の
一
以
上

の
出
席
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過

半
数
を
も
っ
て
決
議
す
る
。

　

 　

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　
　

（
総
会
表
決
権
の
委
任
）

第 

十
九
条　

会
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
書
面
を
も
っ
て
、

総
会
に
お
け
る
表
決
権
の
行
使
を
他
の
出
席
委
員

に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

前
項
の
委
任
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
出
席

者
と
み
な
す
。

　
　

（
総
会
の
議
事
録
）

第 

二
十
条　

総
会
の
議
事
録
に
は
、
開
会
の
日
時
、

場
所
、
会
員
の
総
数
、
会
員
の
出
席
数
、
付
議
事

項
、
議
事
経
過
の
概
要
そ
の
結
果
及
び
表
決
数
を

記
録
し
、
議
長
指
名
の
出
席
会
員
二
名
が
署
名
押

印
し
て
保
存
す
る
。

　
　

（
理
事
会
の
招
集
）

第 

二
十
一
条　

理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常
任

理
事
、
及
び
理
事
を
も
っ
て
構
成
し
、
随
時
必
要

な
と
き
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。

　
　

（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

第 

二
十
二
条　

理
事
会
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一　

総
会
へ
の
提
出
事
項

二　

そ
の
他
事
業
遂
行
に
必
要
な
事
項

　
　

（
理
事
会
の
定
数
及
び
決
議
等
）

第 

二
十
三
条　

第
十
七
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規

程
を
理
事
会
に
準
用
す
る
。

　

第
五
条　
　

会　

計

　
　

（
経
費
）

第 

二
十
四
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
附
金
、

そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

　
　

（
財
産
の
管
理
）
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第 

二
十
五
条　

本
会
の
財
産
は
、
理
事
会
の
定
め
た

方
法
に
よ
り
、
会
長
が
こ
れ
を
管
理
す
る
。

　
　

（
会
計
年
度
）

第 

二
十
六
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一

日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

　

付
則

　
　

（
施
行
期
日
）

第 

二
十
七
条　

こ
の
会
則
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
一

月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

（
会
費
の
額
）

第 

二
十
八
条　

第
六
条
に
よ
る
会
費
の
額
を
次
の
と

お
り
定
め
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
す

る
。

一　

正 

会 

員　

年
額　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

二　

賛
助
会
員　

年
額　

一
五
、
〇
〇
〇
円

　
　

 （
但
し
指
定
庭
園
一
ヶ
所
並
び
に
一
団
体
に
つ

き
）

改
正　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
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東	京	都	

〃	 		二条城二の丸庭園	 ・京都市文化市民局	 京	都	府	

理	 	 事	 		会津松平氏庭園御薬園	

	 ・会津若松市教育委員会	 ・(一財)会津若松観光ビューロー	
福	島	県	

〃	 		偕楽園	 	 ・茨城県	 茨	城	県	

〃	 		兼六園	 	 ・石川県	 石	川	県	

〃	 		大沢池(附)名古曽滝跡	 	 ・大本山大覚寺	 京	都	府	

〃	 		奈良公園	 	 ・奈良県	 奈	良	県	

〃	 		岡山後楽園	 	 ・岡山県	 岡	山	県	

〃	 		縮景園	 	 ・広島県	 広	島	県	

〃	 		栗林公園	 	 ・香川県	 香	川	県	

監	 	 事	 		養翠園	 	 	 	 和歌山県	

〃	 仙巌園(附)花倉御仮屋庭園	 	 ・株式会社島津興業	 鹿児島県	
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